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  新成人それぞれの決意特
集

　

１
月
８
日
㈰
に
厚
生
会
館
で
平

成
29
年
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
対
象
と
な
る
新
成
人

は
、
平
成
８
年
（
１
９
９
６
年
）

４
月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
７
７
７
人
。（
男
性

４
１
６
人
・
女
性
３
６
１
人
）

　

当
日
は
、
過
去
最
高
の
参
加
率

と
な
る
約
89
％
の
６
９
１
人
が
色

鮮
や
か
な
振
り
袖
や
ス
ー
ツ
な
ど

に
身
を
包
ん
で
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、

福
知
山
市
市
民
憲
章
の
朗
読
を
荒あ
ら

賀が

菜な

な々

子こ

さ
ん
、
新
成
人
の
主
張

を
八や

木ぎ

元は
じ
め

さ
ん
、
立た

ち

居い

拓ひ
ろ

人と

さ
ん
、

これまで歩んできた人生とこれからの人生について思いを巡らせる「成人式」。
今月号は、平成 29 年成人式の様子、新しい門出を迎えた新成人の想いをお伝えします。

777 人が成人式を迎え
希望を胸に新たな一歩を
踏み出す

過
去
最
高
の
参
加
率

新成人の主張
今井　愛菜さん

新成人の主張
立居　拓人さん

新成人の主張
八木　元さん

市民憲章朗読
荒賀　菜々子さん

平成8年
　海の日施行（7月）
　原爆ドームが世界文化遺産リストに登録（12月）
平成 9年
　秋田新幹線「こまち」運行開始（3月）
　消費税率が 5％に（4月）
　容器包装リサイクル法施行（4月）

平成 8年
　中丹広域農道のさくら橋開通（5月）
　福知山駅付近連続立体交差事業認可（5月）
　斎場完成（6月）
　遷喬小学校新校舎完成（8月）
平成 9年
　市制施行 60周年（4月）

市民憲章の朗読と
新成人の主張を
行った 4人

新成人が生まれた年には、こんな出来事がありました！
全　国 福知山市

今い
ま

井い

愛あ
い

菜な

さ
ん
の
３
人
が
行
い
ま
し
た
。

八
木
さ
ん
は
、
自
衛
隊
に
入
隊
し
て
感

じ
た
両
親
や
先
生
へ
の
思
い
、「
自
立
」

と
「
責
任
感
を
持
つ
」
と
い
う
２
つ
の

目
標
な
ど
。
立
居
さ
ん
は
、
歩
ん
で
き

た
20
年
間
を
支
え
て
く
れ
た
周
囲
へ
の

感
謝
、
京
都
府
教
育
委
員
会
で
の
仕
事

に
つ
い
て
、
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と

福
知
山
に
つ
い
て
の
思
い
な
ど
。
今
井

さ
ん
は
、
大
学
生
活
の
様
子
、
管
理
栄

養
士
と
い
う
将
来
の
夢
、
新
成
人
と
し

て
の
行
動
と
責
任
、
地
元
を
離
れ
て
感

じ
た
福
知
山
の
魅
力
な
ど
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
旧
友
と
の
再
会
を

喜
ぶ
光
景
や
記
念
撮
影
を
行
い
成
人
の

日
の
思
い
出
を
写
真
に
収
め
る
姿
な
ど

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
成
人
式
も
、
市
歌
の
斉
唱
を

福
知
山
市
合
唱
連
盟
、
式
典
の
司
会
を

福
知
山
高
校
放
送
部
、
記
念
品
の
手
渡

し
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
福
知
山
高

校
・
大
江
高
校
・
京
都
共
栄
学
園
高
等

学
校
、
要
約
筆
記
な
ど
を
聴
覚
言
語
障

害
セ
ン
タ
ー
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
な

ど
、
多
く
の
人
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
で
式

典
の
運
営
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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中
なか

澤
ざわ

　拓
たく

人
と

さん　
いつも苦労させている分、恩返
しできるよう努力します！

宮
みや

下
した

　浩
こう

輔
すけ

さん　
生んでくれてありがとうござい
ます。

岩
いわ

森
もり

　花
か

帆
ほ

さん　太
おお

田
た

　野
の

乃
の

花
か

さん

藤
ふじ

田
た

　佳
か

奈
な

さん　山
やま

田
だ

　芽
め

依
い

さん
いつもありがとう！これからもよろしくね！

足
あ

立
だち

　成
なる

葉
は

さん　
20歳になってもまだまだ未熟
ですが、これからもよろしくお
願いします。

後
ご

藤
とう

　夏
なつ

希
き

さん　
東京でがんばります。

池
いけ

田
だ

　聡
そう

馬
ま

さん　
20年間育ててくれてありがと
う。

東
ひがし

　佳
か

穂
ほ

さん　
立派な人間になって恩返しでき
るようにする。

倉
くら

垣
がき

　滉
こう

太
た

さん　
いつもお世話になってます。

桐
きり

村
むら

　梨
り

夏
か

子
こ

さん　織
お

田
だ

　晴
はる

菜
な

さん　村
むら

上
かみ

　鈴
すず

夏
か

さん

大好き♥

文
ふみ

山
やま

　美
み

苗
なえ

さん　
勉強頑張って親孝行します。

山
やま

田
だ

　奈
な

津
つ

美
み

さん　
20年間育ててくれてありがと
う。これから親孝行できるよう
に頑張ります。

西
にし

尾
お

　蓮
れん

さん　
いつもありがとう。

山
やま

西
にし

　亮
りょう

子
こ

さん　
ワガママでいつもふりまわして
ごめんね。立派な大人になりま
す。いつもありがとう。

佐
さ

藤
とう

　綾
あや

香
か

さん　
20年間育ててくれてありがと
う。見守ってくれてありがとう。
これからもよろしくね。

水
みず

田
た

　優
ゆ

希
き

さん

いつもありがとう。

村
むら

松
まつ

　健
けん

太
た

郎
ろう

さん

おいしいご飯をThank you!!

森
もり

　満
ま

安
あ

優
や

さん　
いつもありがとう。これからも
よろしくお願いします。

岩
いわ

木
き

　美
み

月
つき

さん　
勉強頑張ります。

古
こ

関
せき

　匠
たくみ

さん　
コブクロに会わせてあげたいで
す。

※ラグマネ…
　　ラグビー部の
　　マネージャー

新
成
人
に
な
っ
た
皆
さ
ん
が
描
く

将
来
の
夢
。

そ
し
て
、
こ
こ
ま
で
育
て
て
く
れ
た

親
へ
の
想
い
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、

夢
を
ボ
ー
ド
に
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

新
成
人
の
皆
さ
ん　

ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

あなたの夢と親へ  の想いを教えてください！！
新成人に

聞きました！

（順不同）

（順不同）
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卍
観音寺

卍
観音寺鬼ヶ城

▲
544m

烏ヶ岳
▲

536.5m

印内

文
庵我小

360 度の雲海がひろがる

烏ヶ岳・鬼ヶ城

烏ヶ岳頂上からの眺望

烏
ヶ
岳
・
鬼
ヶ
城
（
福
知
山
親
名

山
10
選
）
の
山
頂
で
は
、
10
月

下
旬
か
ら
12
月
上
旬
ま
で
の
間
、
気
象

条
件
（
夜
明
け
前
か
ら
早
朝
、
快
晴
、

前
夜
の
気
温
と
次
の
日
の
早
朝
の
気

温
に
差
が
あ
る
な
ど
）
が
揃
え
ば
、

３
６
０
度
見
渡
す
限
り
の
大
雲
海
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
然
が
生
み
だ

す
美
し
い
パ
ノ
ラ
マ
雲
海
は
一
見
の
価

値
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ど
ち
ら
の
山
も
標
高
が
低

く
、
比
較
的
気
軽
に
登
山
が
楽
し
め
る

た
め
、
初
心
者
で
も
お
す
す
め
の
登
山

コ
ー
ス
と
し
て
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い

ま
す
。
季
節
ご
と
に
魅
力
た
っ
ぷ
り
の

自
然
を
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

■
烏
ヶ
岳

　

山
頂
ま
で
林
道
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
山
頂
か
ら
は
、
福
知
山
市
街
が
一

望
で
き
ま
す
。
鬼
ヶ
城
へ
の
縦
走
も
可

能
で
す
。　

標
高
／
５
３
６
・
５
メ
ー
ト
ル

■
鬼
ヶ
城

　

鬼
ヶ
城
に
は
茨
木
童
子
、
大
江
山
に

は
酒
呑
童
子
が
住
み
相
呼
応
し
て
近
隣

を
荒
ら
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
明
智
光
秀
の
丹
波
平
定
の
際
に

も
登
場
す
る
山
城
跡
と
し
て
も
著
名
で

す
。
山
頂
に
は
石
垣
・
曲く

る
わ輪
も
残
さ
れ

て
お
り
、
「
兵つ

わ
も
の

ど
も
が
夢
の
跡
」
を
伝

え
て
い
ま
す
。
山
頂
か
ら
は
大
江
か

ら
福
知
山
市
街
ま
で
を
一
望
で
き
ま

す
。

標
高
／
５
４
４
メ
ー
ト
ル

　

烏
ヶ
岳
・
鬼
ヶ
城
か
ら
見
る
こ
と

が
で
き
る
雲
海
の
動
画
をY

ouT
ube

（
福
知
山
市
秘
書
課
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
ア
ク
セ

ス
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 登山コース　　　　約3時間30分
○登山口（庵我小学校横または印内）

　 　約90分（庵我小学校横）約60分（印内）
○烏ヶ岳
　　約30分
○鬼ヶ城
　　約90分
○登山口（大江町観音寺）

↔
↔

↔

福知山市内が一望できる
（鬼ヶ城頂上）

 交　通
 烏ヶ岳
京都交通バス／印内口バス停より徒歩30分で登山口
市バス／庵我小学校バス停より徒歩10分で登山口   
 鬼ヶ城
京都交通バス／山野口バス停から徒歩40分で観音寺
 雲海のベストシーズン　10月下旬～12月上旬
 服　装　防寒具・雨カッパ・歩きやすい靴など
 持ち物　懐中電灯・タオル・飲み物など
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府
内
で
初
め
て
国
の
認
定
を
受
け

て
、
平
成
23
年
度
か
ら
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
し
た
福
知
山
市
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
第
１
期
で
は
、
ゆ
ら
の

ガ
ー
デ
ン
を
は
じ
め
、
広
小
路
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
や
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
ふ
く

ち
や
ま
な
ど
を
整
備
し
、
地
域
資
源
を

活
か
し
た
街
な
み
づ
く
り
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
平
成
28
年
度
か
ら
さ
ら
な

る
活
性
化
に
取
り
組
む
第
２
期
計
画

で
は
、
福
知
山
駅
正
面
エ
リ
ア
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
や
町
家
を
活
用
し
た
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
を
整
備
・
運
営
す
る
事
業
な

ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

空
き
店
舗
に
テ
ナ
ン
ト
を
誘
致

　

平
成
27
年
12
月
に
福
知
山
駅
正
面
通

り
商
店
街
の
振
興
組
合
や
有
志
ら
が
共

同
出
資
し
て
設
立
し
た
「
福
知
山
フ
ロ

ン
ト
株
式
会
社
」
は
、
商
店
街
を
含
む

エ
リ
ア
一
帯
を
対
象
と
し
て
、
空
き
店

舗
を
活
用
し
た
テ
ナ
ン
ト
誘
致
や
統
一

し
た
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
く
街
な
み
の

整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　

　

「
駅
北
は
、
か
つ
て
２
つ
の
大
型
商

業
施
設
が
あ
り
、
商
店
街
は
昭
和
40
年

代
の
ピ
ー
ク
時
に
は
約
80
軒
の
商
店
が

あ
り
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
現
在
空
き
店

舗
に
な
っ
て
い
る
28
店
舗
に
テ
ナ
ン
ト

を
誘
致
す
る
こ
と
が
目
標
」
と
代
表
の

秋あ
き

山や
ま

保や
す

彦ひ
こ

さ
ん
は
話
し
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
『
情
報
発
信
事
業
』
、
『
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
事
業
』
、
『
テ
ナ
ン
ト
誘
致

事
業
』
、
『
ロ
ー
カ
ル
体
験
ツ
ア
ー
事

業
』
の
４
つ
を
柱
と
し
て
『
裏
京
都
』

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
打
ち
出
し
、
精
力
的

に
活
動
中
で
す
。

商
店
街
に
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

価
値
を

　

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
事
業
の
第
１
弾
と
し

て
、
旅
館
跡
の
施
設
を
改
修
中
。
宿
泊

施
設
と
し
て
近
日
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で

す
。
運
営
す
る
岸き

し

本も
と

道み
ち

徳の
り

さ
ん
は
「
小

売
業
で
培
っ
て
き
た
接
客
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
て
、
オ
シ
ャ
レ
で
フ
レ
ン
ド

リ
ー
な
ホ
テ
ル
に
し
た
い
」
と
意
気
込

み
ま
す
。

　

毎
月
２
回
開
催
し
て
い
る
会
議
で
は
、

商
店
街
の
テ
ナ
ン
ト
や
家
主
の
状
況
な

ど
の
情
報
を
共
有
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

の
構
想
を
立
て
て
い
ま
す
。
３
０
０
㍍

あ
る
商
店
街
を
３
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

け
て
、
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
に
飲
食
、
Ｂ
ブ

ロ
ッ
ク
に
物
販
、
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
に
事
業

所
な
ど
の
テ
ナ
ン
ト
の
誘
致
を
め
ざ
し

て
お
り
、
平
成
29
年
度
中
に
は
、
魅
力

あ
る
店
舗
の
数
軒
同
時
オ
ー
プ
ン
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

「
こ
の
商
店
街
に
来
な
い
と
食
べ
ら

れ
な
い
も
の
、
購
入
で
き
な
い
も
の
な

ど
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
価
値
を
作
っ
て

に
ぎ
わ
い
再
生
の
き
っ
か
け
と
し
た

い
」
と
秋
山
さ
ん
は
力
を
込
め
ま
す
。

福知山駅北口正面にある商店街。現在営業をし
ている店舗は最盛期の半分となる約 40軒。

有
志
の
う
ち
６
人
は
30
代
、
40
代
の
若
手
。

「
積
極
的
に
動
い
て
く
れ
て
発
想
も
豊
か
。

新
し
い
感
覚
で
物
事
を
と
ら
え
て
く
れ
る
」

と
秋
山
さ
ん
。【
写
真
は
フ
ロ
ン
ト
の
メ
ン

バ
ー
と
外
部
識
者
の
皆
さ
ん
】（
前
列
右
か
ら

２
人
目
が
秋
山
さ
ん
）

親日家の多い台湾から福知山へ集客を図るため、試験的に台
湾からの観光客を誘客し、魅力を発信してもらう試みを昨年
に実施。また、現地のテレビ局などを訪問し、台湾人が日本
で求める観光資源などの調査も行いました。

裏京都、福知山の魅力を
冊子で発信！

　隠れていた福知山の魅力をありのままに発信
したいと思い、『福知山で体感する10の提案』、
『福知山の焼肉事情6つのテーマ』を発行しまし
た。まちの人だけではなく、お店で働く人たちに
もフォーカスをあてました。私や福知山フロント
のメンバーでお店などを選定し、外部の人の意見
も取り入れながら製作しました。これまで福知山
には焼肉店が多いと漠然と思っていたけれど、冊
子を発行するために焼肉事情を調べていくうち
に、理解がさらに深まりました。

　市外の人には福知
山の魅力を知ってもら
うきっかけに、市内の
人には福知山の魅力を
再発見してもらうきっ
かけになればうれしい

です。

福知山フロント株式会社

奥
おく

田
だ

友
とも

昭
あき
さん

ま
ち
に
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る

福
知
山
駅
正
面
通
り
商
店
街
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て
、
商
店
街
の
振
興
組
合
や
有
志
ら
が
設
立
し
た

福
知
山
フ
ロ
ン
ト
株
式
会
社
。『
裏
京
都
』
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

オープンに向けて改修作業を進める岸本さん。
かつての旅館の面影も一部に残しつつ、現代風
にアレンジをしています。
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みんなでつくるまちづくりのための基本的なルール

～「福知山市自治基本条例」の制定に向けて～
　自治基本条例について、制定に向けた取り組みの経過や条例が持つ意味を知り理解を深めるため、「自治基本
条例セミナー」を開催します。
　地方自治に詳しい福知山公立大学の杉

すぎ

岡
おか

准教授による基調講演や住民主体のまちづくりを進める地域の実践者
による活動報告により、「なぜ今、自治基本条例が必要なのか」が分かります。ぜひご参加ください。

時　2月19日（日）午前9時30分～11時30分
内容　①基調講演「自治基本条例と住民自治」
　　　　講　師：杉

すぎ

岡
おか

　秀
ひで

紀
のり

さん（福知山公立大学 准教授）
　　　②自治基本条例案の作成経過の説明
　　　　説明者：大

おお

槻
つき

　昭
あき

則
のり

さん（福知山市市民協働推進会議会長）
　　　③活動報告　くらしを支える地域協働システムを
　　　　　　　　　　～三和地域協議会が目指すもの～
　　　　報告者：岡

おか

部
べ

　成
しげ

幸
ゆき

さん（三和地域協議会事務局長）
所　福知山公立大学４号館401講義室（堀）

福
知
山
公
立
大
学
准
教
授　

杉
岡
秀
紀
さ
ん

「自治基本条例」って？
　まちづくりのための“基本的なルール”です。
　自分たちのまちのことは、自分たちが一番よく知っているはず。だから、このまちに
住む人や関わる人一人ひとりが「まちについて考え、話しあい、行動する」ことがまち
づくりにはとても大切です。
　みんながこのまちで「幸せを生きる」ために、市民、市議会、行政などそれぞれがま
ちづくりの中でその役割を果たし協力し合うためにみんなで決めたルール。それが自治
基本条例です。

なぜ条例が必要なの？
　ルールは、そのときそのときで変化したり、個人個人で捉え方が違っていてはいけません。そして、参加
する人全員が知っていて、かつ守られるものでなければなりません。そのためには、ルールをしっかりと文
章にし、まちづくりに参加するみんなでしっかりと共有する必要があります。そのための仕組みが条例で
す。

問企画課市民協働係（ TEL  24-7030・FAX 23-6537）

イラスト提供／よこおかみほさん

公会計制度に基づく連結財務４表を公表します

連結財務4表｠「道路、学校、公園などの〝資産〟がどのくらいあるか」や
「その対価として将来支払わなければならない〝負
債〟がどのくらいあるか」などの状況をよりよく把握し
ていただくため、民間企業が採用している発生主義や
複式簿記の考え方を導入した表です。
本市全体の経営成績や財務情報などを明らかにします。

（１）貸借対照表
　資産、負債と純資産の３要素で構成されており、市
全体の所有する現金や建物・道路・土地、その形成の
ために投資された資金や借金などがどれくらいあるか
を示したものです。
※［  ］内は前年度値 （単位：百万円）

資産の部
299,484
［299,875］

公共資産
272,125
［273,483］

負債の部
119,374

［118,500］

固定負債
98,294

［98,014］

流動負債
21,080［20,496］

純資産の部
180,110

［181,365］

投資等
10,139［9,754］
流動資産
17,220
［16,638］
繰延勘定
0［0］

財務諸類からこんなことがわかります。
○資産形成度
市民一人当たりの資産額…市民一人に対して行政サービス提
供のために蓄えられた資産がどれくらいあるか？
  資産の部 299,484 百万円　　　　　

＝ 3.77 百万円  人口（H28.3.31 時点）79,534 人

○世代間公平性
純資産比率…今までの資産形成に対するこれまでの世代の負
担割合はどれくらいなのか？
  純資産の部 180,110 百万円  　

× 100　＝　60％  資産の部　 299,484 百万円

（２）行政コスト計算書 
　企業会計でいう「損益計算書」にあたるもので、1
年間に提供した行政サービスに要した費用と使用料や
手数料、保険料などから得られた収入を表していま
す。 （単位：百万円）

経　常　費　用 77,486

　　人にかかるコスト
　　物にかかるコスト
　　移転支出的なコスト
　　その他のコスト

12,634
24,413
37,275
3,164

経　常　収　益 32,828

純経常コスト（経常費用－経常収益） 44,658

（３）純資産変動計算書
　貸借対照表の純資産の部が１年間でどのように変動
したかを表しています。 （単位：百万円）

期首純資産残高 181,365
純 経常行政コスト
財 源 調 達
補 助 金 等 受 入
臨 時 損 益
そ の 他

△ 44,658
25,254
19,534
△ 2,042

657

期末純資産残高 180,110

（４）資金収支計算書
　企業会計でいう「キャッシュフロー計算書」にあた
るもので、１年間の市全体の現金の収入と支出がどの
ような理由で生じたのかを性質別で区分したもので
す。 （単位：百万円）

期首資金残高 13,054
　経常的収支
　公共資産整備収支
　投資・財務的収支
　翌年度繰上充用金増減額

10,756
△ 2,175
△ 7,805
△ 231

当年度歳計現金増減額 545
経費負担割合変更等に伴う差額 0

期末資金残高 13,599

＊上記は、既存の決算情報を活用した「総務省方式改訂モデル」方
式により算出しています。

問財政課（ TEL  24-7035・FAX 23-6537）

公会計とは？
　公会計とは官庁会計とも言われ、国および地方公共
団体で行われている会計のことを言います。
民間企業の会計と同じということですか？
　民間の企業会計的手法を取り入れますが、地方自治
体は営利目的の事業を行っていないなど、民間企業会
計の考え方とは違う部分もあります。

連結財務４表とは？
　市の一般会計と特別会計、企業会計（上下水道、市民
病院など）のほか、（財）福知山市都市緑化協会などの関
連団体の会計も含めた連結ベースの財務書類４表（貸借
対照表・行政コスト計算書・純資産変動計算書・資金収支
計算書）のことです。これにより、市全体の財務状況をよ
り正確に読み取ることができます。
　以下は、平成28年3月31日現在の本市の連結財務4表
の概要です。市ホームページでも資料を掲載しています。

防災行政無線受信機・防災ラジオはいつでも
受信できるようにしてください
　出水期以外にも、震度 4以上の揺れが予測された場合など
緊急放送が流れる場合があります。
　受信状態が悪くノイズが強い場合は、室内アンテナの設置に
より改善される場合がありますので、お問い合わせください。
※地域によっては、室内でも受信しやすい場所（窓側や 2階
など）に設置すると改善されることもあります。また、防
災放送は TEL  25-1122 にかけていただくことで聞き直しが
できます。 問危機管理室（ TEL  24-7503・FAX23-6537）

受信確認方法
防災行政ラジオ
毎日午後5時の
メロディチャイム

FM緊急告知
防災ラジオ
月～金12時の
試験放送
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3月の
イベント

ミミちゃんとコロちゃんの
図書館情報局

ところ と　　き 行　事　名 対　象 内　　容 申込 備　考

中央館

1日㈬ ①10：30～
②11：15～ おはなしのひろば 幼　児 絵本の読みきかせ

（15分程度）

不

要

9日㈭ 11：00～ たのしい
おはなし会 幼　児 絵本の読みきかせ・

うた  など（30分程度）

15日㈬ ①10：30～
②11：15～ おはなしのひろば 幼　児 絵本の読みきかせ

（15分程度）

22日㈬　　①10：15～②11：15～
えほんのへや
【だっこクラス】

4カ月児～
10カ月児 絵本の読みきかせ・

わらべうた・紙芝居
など（30分程度）23日㈭　①10：15～②11：15～

えほんのへや
【よちよちクラス】

11カ月児～
1歳児

25日㈯ 11：00～ 小学生おはなし会 小学生 絵本の読みきかせ・
紙芝居 など（30分程度）

大　江
分　館

7日㈫　　11：00～ おはなし会 乳幼児 絵本の読みきかせ・
ふれあいあそび
など（30分程度）14日㈫　　11：00～ おはなしのへや 4カ月児～

1歳児

夜久野
分　館 26日㈰　　10：30～ 春のおはなし会

スペシャル
幼児～
小学生

絵本の読みきかせ・
ふれあいあそび
など（1時間程度）

三　和
分　館 24日㈮　　10：30～ おはなし会 乳幼児

絵本の読みきかせ・
ふれあいあそび
など（30分程度）

※えほんのへやは、会場の状況によりご入場いただけないことがあります。
※内容は予定です。変更になる場合もあります。詳しいことは、図書館までおたずねください。

■中　央　館（駅　前　町）／ TEL22-3225・FAX22-7118
■大 江 分 館（大江町中央）／ TEL兼 FAX56-1017
■夜久野分館（夜久野町下町）／ TEL兼 FAX37-1066
■三 和 分 館（三和町千束）／ TEL58-4715・FAX58-4716

本
と
の
出
合
い

図
書
館
へ

GO!

硝が
ら

子す

戸ど

の
中う
ち

　
　
　
　
　

ジ
ャ
ン
ル
＝
エ
ッ
セ
イ

　
　
　
　
　

著
者
＝
夏
目　

漱
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
潮
社
）

3月のイベント

　

12
月
21
日
㈬
、
４
カ
月
児
〜
10
カ
月
児
を
対
象
に
図
書

館
中
央
館
で
「
え
ほ
ん
の
へ
や
【
だ
っ
こ
ク
ラ
ス
】」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
絵
本
の
読
み
き
か
せ
や
紙
芝
居
を
楽
し
ん

だ
ほ
か
、「
い
と
ま
き
」
や
「
く
い
し
ん
ぼ
う
の
あ
り
さ

ん
」
な
ど
の
親
子
遊
び
で
は
、歌
や
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
、

手
や
体
を
使
っ
て
遊
び
、
子
ど
も
た
ち
は
笑
顔
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。

２
月
の
お
す
す
め
図
書

　
　

展
示
テ
ー
マ

　
　
「
夏な
つ

目め

漱そ
う

石せ
き

生
誕
１
５
０
周
年
」

～中央館の対面読書サービスのご案内～
　中央館では、目の見えない人・見えにくい
人を対象に、「対面読書サービス」を実施して
いるんだ。
　「対面読書サービス」というのは、中央館に
来ていただいて、図書館の資料などを、ボラ
ンティアさんが対面読書室で読むサービスな
んだよ。
　図書館の本、雑誌、新聞はもちろん、家か
らの持ち込みの本など（小さな字が書いてあ
るパンフレットや電気製品の取扱説明書、手紙

や回覧板の文書）でもＯＫだよ！
※予約制です。１週間前までに申し込みをお願いします。
　 くわしくは、中央館のスタッフにお気軽におたずねください。

月　　日 行事内容 場　　所 予約
3月 9日㈭ ひよっこクラブ 夜久野子育て支援センター 不　要

3月14日㈫ 講座
親子クッキング 夜久野ふれあいプラザ

要予約
※１

3月16日㈭ お楽しみ会 要予約
※1の連絡先は西部保健福祉センター（TEL37-1234・FAX37-5002）

月　　日 行事内容 場　　所 予約

3月10日㈮ おにっこママの健康
講座⑥  ～ヨーガ～ 北部保健福祉センター 要予約

※2

3月17日㈮ お楽しみ会② 大江子育て支援センター
プレイルーム 要予約

※2の連絡先は北部保健福祉センター（TEL56-2620・FAX56-2018）

月　　日 行事内容 場　　所 予約
3月 7日㈫ 講座　音楽

三和子育て支援センター
不　要

3月14日㈫ お楽しみ会 要予約

■夜久野子育て支援センター
TEL37-0189・FAX37-0189
午前10時～ 11時30分

月　　日 題　　名 講師／内容 場所 予約

3月 9日㈭
子どもがもっと笑顔
になる絵本の楽しみ
方講座

みかんの木
文庫
仲
なか

野
の

恵
けい

子
こ

さん

武道館
柔道場 不　要

月 日 月 日

■大江子育て支援センター
TEL56-0990・FAX56-0124
午前10時～ 11時30分

■三和子育て支援センター
TEL58-4580・FAX58-3005
午前10時～ 11時30分

■おひさまと風の子サロン
TEL23-5722・FAX45-6066

午前10時30分開始　受付10時15分～

参加者
感想 「いろんな人と触れ合えるので、毎回楽しみに参加

しています」（大
だい

用
よう

由
ゆ

美
み

さん・空
てん

舞
ま

ちゃん親子）

子育て中の親どうし、子どもどうしのネットワークを広げませんか？
・予約が必要な行事は、各行事開催月の初日から受け付けます。
・行事は変更になる場合があります。行事の日程は、各ひろばが毎月発行する行事予定を
確認していただくか、各ひろばに直接お問い合わせください。

子育て支援センター ■子育て支援課家庭支援係  TEL24-7082・ FAX22-9073

晩年、書斎の硝子戸越しに世間を見、
自身のもとに訪れる人々や便り、自身の
過去などに思いを巡らせ、気の向くまま
に書き綴った夏目漱石最後の随筆集。
淡 と々した美しい文章からは、夏目漱石
の人柄をうかがい知ることができます。

漱
そう

石
せき

の愛
あい

した絵
え

はがき
　　　　　ジャンル＝作家研究
　　　　　編＝中

なか

島
じま

　国
くに

彦
ひこ

（岩波書店）

漱石が大切に手元に残していた絵はがき。門
下生とのやりとり、文人との交友、愛娘から
の報告、読者からの感想…。岩波書店所蔵
の漱石宛絵はがきコレクションより、約百点が
オールカラーで掲載。解説もされています。
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2月28日㈫は、国民健康保険料・介護保険料（第9期分）、後期高齢
者医療保険料（第8期分）の納期限日です。（いずれも普通徴収分）
■保険課国保料係（TEL24-7019）
■高齢者福祉課介護保険係（TEL24-7013）
■保険課高齢者医療係（TEL24-7018）
■代表　FAX23-6537

（お詫び）1 月号 5㌻に掲載しました「Happy 3 days」の記事の中で
　　　　 誤りがありました。お詫びして訂正します。
　　　　　①　誤　今年 5月に結成　　正　昨年 5月に結成
　　　　　②　誤　今年 6月から活動　正　昨年 6月から活動

わが家の
アイドル
募集中！

掲載の申し込みは秘書課広報係
（TEL 24-7000・FAX 24-7023）まで メッセージ欄

名　　前　（年齢）
自治会名

四
し

海
かい

巻き

　

昔
か
ら
あ
る
細
工
ず
し
の
一
つ
で
す
。

四
海
と
は
、
四
方
の
海
を
意
味
し
て
お
り
、

四
隅
の
す
じ
は
、
波
紋
を
表
し
て
い
ま
す
。

お
も
て
な
し
や
お
祝
い
の
席
に
喜
ば
れ
る

の
で
、
覚
え
て
お
く
と
便
利
な
巻
き
寿
司

で
す
。

協
力
：
福
知
山
農
村
女
性
協
議
会

・材　料：すし飯　340ｇ（白飯用200ｇ・桜でんぶ用
140ｇに分けておく）、桜でんぶ　17ｇ、
海苔　2.5枚、味付け高野豆腐や四角卵・卵
巻き、いんげん豆・花菜など

・作り方：

し かい

ふくちやま
めし

福知山の料
理レシピ

その 2

記載例

①海苔1枚と半分を
　すし飯で貼り付け
　る。

②海苔半枚に桜でんぶ
　入りすし飯、1枚に白い
　すし飯をおき巻く。

③冷めてから
　4つ切りに
　する。

④海苔1枚をおき、４つ切りの内、
　2本を海苔の中心に背合わせに
　置き、味つきの高野豆腐などを
　上にのせる。その横にいんげん
　豆などを並べる。

⑤その上に残りの2本を組み合わせ、
　四角く巻く。

 子どもたちが追う夢

夜久野学園8年生 25人
（写真は発表を行う6班の4人）

夜久野の良さを生かして、未来を描く！

スポーツや文化活動など、さまざまな活動に励む
子どもたちを紹介します。
夢に向かって頑張る子どもたちをぜひ応援してください！

2YELL

　

『
夜
久
野
の
み
ら
い
を
語
る
集
い
』
（
夜
久

野
み
ら
い
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
主
催
）
の

2
回
目
が
12
月
に
行
わ
れ
、
夜
久
野
学
園
8
年

生
の
25
人
が
6
班
に
分
か
れ
て
『
夜
久
野
未
来

予
想
図
』
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
ち
が
将
来
ど
う
な
っ
て
ほ
し
い
か
、
そ
の

た
め
に
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
と

い
う
こ
と
を
2
学
期
に
入
っ
て
か
ら
班
ご
と
で

話
し
合
い
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
1
班
は
ジ
ビ

エ
や
温
泉
な
ど
夜
久
野
の
魅
力
を
盛
り
込
ん
だ

ツ
ア
ー
、
２
班
は
夜
久
野
に
あ
っ
て
ほ
し
い
お

店
、
3
班
は
夜
久
野
の
自
然
を
い
か
し
た
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
、
4
班
は
夜
久
野
の
星
空
を
活
用
し

た
自
然
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
５
班
は
漆
の
Ｐ

Ｒ
、
６
班
は
額
田
ま
つ
り
の
ダ
シ
に
観
光
客
を

呼
び
込
む
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

衣き
ぬ

川が
わ

凌り
ょ
う

平へ
い

さ
ん
は
、
「
地
域
で
行
わ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
の
活
性
化

に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
は
積

極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
担
任
の
井い

尻じ
り

充み
つ

洋ひ
ろ

先
生
は
、
「
い
ろ

ん
な
人
と
出
会
っ
て
話
す
こ
と
で
、
夜
久
野
の

良
さ
や
自
分
自
身
の
良
さ
を
見
つ
け
て
ほ
し

い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

健康増進計画

知っ得シリーズ Part 59
けんこウサギちゃん　と1000歩くんのいきいき健康トーキング
：皆さ～ん！今月はウォーキングイベントのお知らせだよ♪毎年大人気！「ウォーキング交流会」の参加募集！
：待ってました～!! ぼくも必ず参加するよ～！！

＊集合時間・場所　午前8時45分　中央保健福祉センター（内記三丁目）集合（午後1時頃解散予定）
＊申し込み　必要（2月6日（月）～定員まで）
　TEL23-2788（平日午前8時30分～午後5時15分　中央保健福祉センター）
＊参加費　不要
＊持ち物　室内履き（運動靴）・バスタオル（マット代わりに使用）・
　　　　　飲み物・雨具

― 内　容 ―
１　効果的な歩き方講習
２　ウェーブストレッチ
３　試食
４　健康クイズ大会

80,307,442歩！
約55,412km！

アンケート回答のあった
283人のトータルは…

ウェーブストレッチ 体に美味しい試食！

やった～！

先着80人！

次はどこへチャレンジ
しようかな～？

　　384,400km…
月…？

最高
記録

渡
わたり

みち子
こ

さん　1,064,745歩！
健康維持のため、毎日10～11km、2時間ちょっと歩
いています。歩いている方が体の調子もよく、今後も
継続して歩きたいと思います。

身体を 食で
「ほぐす」「伸ばす」「引き締める」 「ほっこり」「おいしく」「エネルギーチャージ」
身体をほぐして、バランスのいい身体に！ どんな試食がでてくるか？ お楽しみに～♪

422人のチャレンジャーの皆さん！ ありがとうございました！

＜参加者の声＞ 283人の参加者のうち、254人がウォーキングを継続したいと回答！!
＊計測してみると、意外と歩けていないことに気付き、今後も継続しようと思った。
＊みんなで挑戦する！という楽しみができ、励みになったし、達成感を味わえた。
＊昼休みや夕方の少しの空き時間でも、体を動かすとリフレッシュできた。
＊来年度もぜひ継続してほしいし、市民全員の参加を呼びかけてみては？

など、たくさんの意見をいただき、今後に生かしたいと思います。

問 中央保健福祉センター/市字内記100番地（ハピネスふくちやま内）TEL23-2788・FAX23-5998

雨天決行！ 

3月4 （土） ！催催催開催催催催ウォーキング交流会第6回

地球1.4周
達成！

3月4日（土）開催！

ウォーキング

チャレンジ月間

（10～11月に実施）
みんなで挑戦！ 地球一周 約40,000km



時＝日時　所＝場所　入＝入館・入場料　開＝開館・会場時間　休＝休館・休場・休日　講＝講師　内＝内容　対＝対象　定＝定員
テ＝テーマ　募＝募集人数　費＝参加費　他＝その他　申＝申込先　期＝申込・提出期限　出＝出演　問＝問合先　 TEL＝電話　FAX＝ファクス　

健＝健康活動ポイント事業（ポイントカードをお持ちの人は持参してください）　
保＝保育ルーム有りPぴくと Information
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持
ち
物
／
野
外
を
歩
け
る
服
装
・

運
動
靴

※
地
図
と
コ
ン
パ
ス（
方
位
磁
石
）

は
主
催
者
で
用
意
し
ま
す
。（
お

持
ち
の
人
は
各
自
で
ご
持
参
く
だ

さ
い
）

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
TEL 

24-

７
０

６
９
・
FAX  

23-

６
５
３
７
）

４D
isabilities

（
※
）に
よ
る

ト
ー
ク
お
よ
び
バ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ

（「
絆
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
）

入
場
無
料　

申
込
不
要

　

聴
覚
な
ど
に
障
害
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
一
緒
に
楽
し
め
る
バ
ン

ド
ス
テ
ー
ジ
を
開
催
し
ま
す
。

テ
「
聴
い
て
こ
こ
ろ
を
つ
な
げ
よ

う
〜
目
で
楽
し
む
音
楽
〜
」

時
３
月
25
日
㈯　

午
後
１
時
30
分

〜
３
時（
午
後
１
時
開
場
）

所
ハ
ピ
ネ
ス
ふ
く
ち
や
ま

４
階
ホ
ー
ル（
内
記
三
丁
目
）

他
・保
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記

※
ヨ
ン
デ
ィ
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
は

４
人
の
障
害
者
と
い
う
意
味
で
、

サ
イ
ン
ダ
ン
サ
ー
が
詩
の
内
容
を

手
話
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し
て
表

現
し
、「
耳
だ
け
で
な
く
目
で
も

聴
け
る
新
次
元
の
音
楽
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
メ
ン
バ
ー
の
想
い
を
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
楽
曲
に
の
せ
、
京
都

を
中
心
に
活
動
さ
れ
て
い
る
バ
ン

ド
グ
ル
ー
プ
で
す
。

問
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

（
TEL  

24-

７
０
８
８
・
FAX  

23-

６
５
３

７
）

中
小
企
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

参
加
費
無
料　

申
込
不
要

時
２
月
13
日
㈪　

午
後
２
時
〜
４

時（
受
付
：
午
後
１
時
30
分
）

所
ハ
ピ
ネ
ス
ふ
く
ち
や
ま

市
民
ホ
ー
ル（
内
記
三
丁
目
）

内
新
た
な
産
業
支
援
の
方
向
性
に

つ
い
て
の
講
話

テ
「
こ
れ
が
地
方
創
生
の
切
り

札
！
〜
行
列
が
で
き
る
相
談
所
・

f-Biz

流
中
小
企
業
支
援
の
実
際
〜
」

講
秋あ

き

元も
と

祥し
ょ
う

治じ

さ
ん
（
岡
崎
ビ
ジ
ネ

ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
Ｏ
Ｋ
ａ-

Ｂ
ｉ
ｚ
セ
ン
タ
ー
長
）

問
商
工
振
興
課（
TEL   

24-

７
０
７
５

・
FAX  

23-

６
５
３
７
）

成
年
後
見
に
関
す
る

専
門
職
相
談
会

相
談
無
料　

要
事
前
申
込

時
２
月
16
日
㈭　

午
後
１
時
〜
３
時

所
総
合
福
祉
会
館（
内
記
二
丁
目
）

内
専
門
職
相
談
会（
担
当
専
門
職
：

社
会
福
祉
士
）

定
２
人（
先
着
順
）

申
・
問
前
日
の
午
後
４
時
ま
で
に

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
福
知
山
市
成

年
後
見
セ
ン
タ
ー
（
福
知
山
市
社

会
福
祉
協
議
会
内　
TEL 

25-

３
２
１

１
・
FAX 

24-

５
２
８
２
）ま
で

市
民
公
開
講
座

参
加
費
無
料　

申
込
不
要

時
①
２
月
16
日
㈭　

②
３
月
16
日
㈭

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

所
市
民
病
院
２
階　

第
１
会
議
室

（
厚
中
問
屋
町
）

テ
①「
が
ん
と
治
療
」

講
医
師　

木き

村む
ら

吉よ
し

成な
り

さ
ん
（
市
民

病
院
呼
吸
器
外
科
）

テ
②「
治
療
と
仕
事
、両
立
作
戦
」

講
埜の

村む
ら

順よ
り

子こ

さ
ん
（
独
立
行
政
法

人　

労
働
者
健
康
福
祉
機
構　

両

立
支
援
促
進
院　

株
式
会
社
ウ
ェ

ル
カ
ム
代
表
取
締
役
）

問
市
民
病
院
地
域
医
療
連
携
係

（
TEL 

22-

２
１
０
１
・
FAX 

22-

６
３
３

４
）

第
３
回
京
都
北
部

創
業
交
流
カ
フ
ェ

時
２
月
19
日
㈰　

午
後
２
時
〜
４

時（
受
付
：
午
後
１
時
30
分
）

所C
afe &

 bar FLA
T
+

（
フ

ラ
ッ
ト
プ
ラ
ス
）（
舞
鶴
市
平
野

屋
１
２
３
）

テ
「
素
材
に
こ
だ
わ
っ
た
手
作
り

パ
ン
が
並
ぶ
、
ま
ち
の
お
洒
落
な

パ
ン
屋
さ
ん
」

講
森も

り

下し
た

美み

里さ
と

さ
ん
（
パ
ン
工
房
コ

ム
ギ
屋
店
主
）

対
京
都
北
部
地
域
で
の
創
業
に
興

味
が
あ
る
人
・
創
業
を
お
考
え
の

人
・
創
業
か
ら
間
も
な
い
人

定 

15
人
程
度（
先
着
順
）

費
ド
リ
ン
ク
の
み
、
ワ
ン
オ
ー
ダ

ー
制

申
・
問
２
月
17
日
㈮
ま
で
に
電

話
で
京
都
府
北
部
創
業
交
流
カ

フ
ェ
実
行
委
員
会
（
担
当
：
㈱
野

村
総
合
研
究
所　

大お
お

澤さ
わ　

TEL 

03-

５
８
７
７-

７
３
６
６
）ま
で

男
女
が
と
も
に
考
え
る

「
は
ば
た
き
セ
ミ
ナ
ー
」

第
４
講
座

参
加
費
無
料　

事
前
申
込
不
要

時
２
月
24
日
㈮

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

植
物
園
イ
ベ
ン
ト

所
い
ず
れ
も
都
市
緑
化
植
物
園

（
三
段
池
公
園
内　

猪
崎
）

申
申
込
期
限
ま
で
に
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
都
市
緑
化
植
物
園

（
TEL 

22-

６
６
１
７
・
FAX  
22-
６
６
２

９
）

■
３
月
の
植
物
観
察
会参

加
費
無
料

時
３
月
11
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

内
市
自
然
科
学
協
力
員
の
指
導
で

樹
木
の
下
の
植
物
を
観
察
し
ま

す
。

期
３
月
９
日
㈭

■
多
肉
植
物
展

時
３
月
18
日
㈯
〜
４
月
９
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

内
多
肉
植
物
は
手
間
が
か
か
ら
ず

無
理
な
く
栽
培
で
き
る
こ
と
か

ら
、人
気
の
高
い
植
物
で
す
。鉢
や

軽
石
に
寄
せ
植
え
し
た
多
肉
植
物

２
０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

入
大
人
３
１
０
円
・
子
ど
も（
４
歳

〜
中
学
生
）１
５
０
円

■
洋
ラ
ン
の
植
替
え
と

　

育
て
方
講
習
会

時
３
月
20
日（
月
・
祝
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

内
洋
ラ
ン
の
特
徴
や
年
間
の
管
理

方
法
に
つ
い
て
説
明
し
、
持
参
さ

れ
た
ラ
ン
の
植
替
え
を
指
導
し
ま

す
。受
講
料
金
／
１
０
０
円（
資
料

代
）と
植
替
え
材
料
は
実
費

定 

20
人（
先
着
順
）

申
２
月
23
日
㈭
よ
り
持
参
す
る
洋

ラ
ン
の
種
類
と
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

福
知
山
市
・
京
都
工
芸
繊
維

大
学
包
括
協
定
企
画

「
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
と

浅あ
さ

井い

忠ち
ゅ
う

の
デ
ザ
イ
ン
教
育
」
展

　

京
都
工
芸
繊
維
大
学
福
知
山
キ

ャ
ン
パ
ス
の
開
校
を
記
念
し
て
、

京
都
工
芸
繊
維
大
学
美
術
工
芸
資

料
館
所
蔵
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

時
３
月
４
日
㈯
〜
４
月
24
日
㈪

所
佐
藤
太
清
記
念
美
術
館
２
階
展

示
室（
岡
ノ
）

入
大
人
２
１
０
円
・
子
ど
も
１
０
０
円

休
毎
週
火
曜
日

開
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
た
だ

し
、入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

■
３
月
４
日
㈯
開
催
事
業

午
前
11
時
開
館

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

時
午
前
10
時
30
分
〜

所
美
術
館
２
階
展
示
室

○
京
都
工
芸
繊
維
大
学
大
学
院
生

　

に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

時
午
前
11
時
〜

所
美
術
館
２
階
展
示
室

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
　

入
場
無
料

「
美
術
か
ら
見
た『
近
代
』」

時
午
後
２
時
30
分
〜

所
福
知
山
公
立
大
学
四
号
館
（
西

小
谷
ヶ
丘
）

問
佐
藤
太
清
記
念
美
術
館

（
TEL
兼
FAX 

23-

２
３
１
６
）

第
24
回
市
民
駅
伝
大
会

時
３
月
５
日
㈰

午
前
10
時
30
分
ス
タ
ー
ト

コ
ー
ス
／
三
段
池
公
園
多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
大
は
ら
っ
ぱ
広
場
周

辺
周
回
コ
ー
ス

※
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
：
多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド

内
男
子
の
部（
混
成
含
む
）、
女
子

の
部
。い
ず
れ
も
４
人
１
チ
ー
ム

と
す
る
リ
レ
ー
方
式（
第
１
走
２
・

８
㎞
、第
２
〜
第
４
走
２
・
４
㎞
）

費
１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円

参
加
資
格
／
市
内
在
住
・
在
勤
の

社
会
人

申
所
定
の
申
込
用
紙
に
、
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、
参
加
料
を
添
え

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
申

込
用
紙
は
、市
民
体
育
館
、長
田
野

体
育
館
、
三
段
池
公
園
総
合
体
育

館
、
市
役
所
、
各
支
所
な
ど
に
設

置
の
ほ
か
、
市
体
育
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
）

期
２
月
17
日
㈮

問（
一
財
）福
知
山
市
体
育
協
会

（
市
民
体
育
館
内　
TEL 

22-

３
５
５

７
・
FAX 

22-

４
６
５
７
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.fukutai.

sakura.ne.jp/

）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
TEL 

24-

７
０
６
９
・
FAX 

23-

６
５
３

７
）

第
44
回
市
民
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
大
会

参
加
費
無
料　

小
雨
決
行

時
３
月
20
日（
月
・
祝
）　

受
付
：
午
前
９
時
〜
10
時

所
三
段
池
公
園
大
は
ら
っ
ぱ
広
場 

（
第
10
駐
車
場
わ
ん
ぱ
く
広
場
前
）

集
合

内
三
段
池
公
園
大
は
ら
っ
ぱ
広
場

を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
て
地
図
と
コ

ン
パ
ス
を
使
い
、
地
図
上
に
示
さ

れ
た
地
点
を
見
つ
け
ま
す
。

コ
ー
ス
／
『
え
！
コ
ー
ス
』
と

『
び
っ
く
り
コ
ー
ス
』の
２
コ
ー
ス

申
大
会
当
日
、受
付
に
直
接
、申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

平成28年度 人権と平和に関する標語  応募作品より
「認め合おう　私とちがう　その個性」　川口中学校 2年生

平成28年度 人権と平和に関する標語  応募作品より
「ありがとう　大事な言葉　わすれない」　中六人部小学校 4年生

テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
・
花
瓶

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室
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所
ハ
ピ
ネ
ス
ふ
く
ち
や
ま
３
階　

会
議
室
１（
内
記
三
丁
目
）

講
福ふ
く

井い

正ま
さ

樹き

さ
ん
（
Ｗ
Ｌ
Ｂ
Ｃ
関

西
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
中
国

顧
問
）

テ
パ
パ
を
イ
ク
メ
ン
に
す
る
方
法

〜
家
事
・
育
児
・
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
〜

他
・
保
２
月
10
日
㈮
ま
で
に
人
権

推
進
室
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
人
権
推
進
室
男
女
共
同
参
画
推

進
係
（
TEL 

24-

７
０
２
２
・
FAX 

23-

６
５
３
７
）

丹
波
生
活
衣
館
特
別
企
画

「
手
作
り
手
提
げ
か
ば
ん
講
習
会
」

時
２
月
26
日
㈰　

午
後
１
時
〜
４
時

所
丹
波
生
活
衣
館　

研
修
室
（
内

記
一
丁
目
）

内
帯
地
を
使
っ
た
手
提
げ
か
ば
ん

の
作
成

持
ち
物
／
材
料
費
３
０
０
円
、
裁

縫
道
具

定 

15
人（
先
着
順
）

対
中
学
生
以
上

申
・
問
２
月
５
日
㈰
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
、
丹
波
生
活
衣
館
（
TEL 

23-

６
０
７
０
）ま
で

開
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
館

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
毎
週
火
曜
日

外
国
人
旅
行
者

お
も
て
な
し
講
座参

加
費
無
料

　

外
国
人
旅
行
者
（
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
）
の
心
と
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
ん
で
い
く
た

め
、
お
も
て
な
し
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

時
３
月
17
日
㈮　

午
後
２
時
〜
４

時
30
分

所
ハ
ピ
ネ
ス
ふ
く
ち
や
ま
会
議
室

１（
内
記
三
丁
目
）

内
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
基
礎
知
識
と
カ

タ
カ
ナ
英
語
に
よ
る
英
会
話
で
接

客
マ
イ
ン
ド
の
向
上
を
め
ざ
す
セ

ミ
ナ
ー
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
基
礎
知

識
・
発
音
・
英
会
話
）

対
市
内
の
飲
食
店
・
宿
泊
施
設
・
物

販
店
な
ど
の
従
業
者
・
経
営
者

講
株
式
会
社
ア
プ
リ　

取
締
役

　

山や
ま

本も
と

拓た
く

嗣じ

さ
ん

定 

30
人
程
度（
先
着
順
）

申
受
講
申
込
書
を
持
参
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
し
て
い
た
だ
く
か
、名
前
・

住
所
・
連
絡
先
・
業
種
・
会
社
名（
所

属
名
）・
役
職
名
・
年
齢
を
ご
記
入

の
上
、フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問
３
月
３
日
㈮
ま
で
に
観
光

振
興
課（
TEL 

24-

７
０
７
６
・
FAX  

23-

６
５
３
７
・E

メ
ー
ル kankou@

city.fukuchiyam
a .lg.jp

）ま
で

保
護
者
の
た
め
の
就
活
勉

強
会
・
相
談
会
in
綾
部

参
加
費
無
料
・
要
事
前
申
込

時
２
月
26
日
㈰

○
就
活
勉
強
会

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

○
個
別
相
談
会

　

午
後
３
時
〜
４
時

所
綾
部
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
２
階
会
議
室（
綾
部
市
）

対
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
な
ど
に

通
う
学
生
の
保
護
者
（
院
生
も
含

む
全
学
年
）、都
市
部
で
働
い
て
い

る
人
の
保
護
者

申
・問
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直

接
、北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク（
TEL 

22

-

３
８
１
５
・
FAX  

22-

３
８
１
６
）

ま
で

星
空
ひ
ろ
ば
「
保
健
師
の

子
育
て
ミ
ニ
講
座
」

参
加
費
無
料　

申
込
不
要

時
２
月
28
日
㈫

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

所
夜
久
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

子
ど
も
プ
レ
イ
ル
ー
ム
（
夜
久
野

町
額
田
）

内
１
〜
３
歳
児
に
多
い
事
故
・
ケ

ガ
の
予
防
と
対
応

対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

他
星
空
ひ
ろ
ば
は
、
小
さ
な
子
ど

も
が
安
心
し
て
遊
ん
だ
り
、
子
育

て
中
の
保
護
者
同
士
が
交
流
す
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

時
／
毎
週
火
曜
日　

午
前
10
時
〜

11
時
30
分

所
／
夜
久
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ　

子
ど
も
プ
レ
イ
ル
ー
ム

内
／
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
や
す
べ
り

台
、お
も
ち
ゃ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

問
西
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
TEL  

37-

１
２
３
４
・
FAX 

37-

５
０
０

２
）

プ
ロ
か
ら
学
ぼ
う
！
海
の
京
都　

お
も
て
な
し
ガ
イ
ド
養
成
講

座　

入
門
編
〜
上
級
編受

講
料
無
料

①
第
１
回　

〜
入
門
編
〜

時
３
月
１
日
㈬

所
綾
部
市
Ｉ
Ｔ
ビ
ル

②
第
２
回　

〜
中
・
上
級
編
〜

時
３
月
９
日
㈭

所
京
丹
後
市
役
所
久
美
浜
庁
舎

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午

後
４
時

対
こ
れ
か
ら
地
域
の
観
光
ガ
イ
ド

を
め
ざ
す
人
、
す
で
に
観
光
ガ
イ

ド
と
し
て
活
動
し
て
い
る
人

定
各
回
25
人（
先
着
順
）

※
１
回
の
み
の
参
加
も
可

持
ち
物
／
筆
記
用
具

昼
食
／
希
望
さ
れ
る
人
に
は
お
弁

当（
７
０
０
円
程
度
）を
用
意
し
ま

す
。申
込
み
時
に
要
・
不
要
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。希
望
さ
れ
な
い

人
は
各
自
で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

申
・
問
２
月
15
日
㈬
ま
で
に
海
の

京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
TEL  

０
７
７
２-

68-

５
０
５
５
・
FAX 

０
７
７
２-

68-

５

０
５
６
・e-m

ail

：info@
um
i　

noky-oto.jp

）ま
で

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

〜
楽
し
く
歩
い
て　

こ
こ
ろ
も

か
ら
だ
も
健
康
に
！
〜参

加
費
無
料

時
①
３
月
３
日
㈮
②
３
月
17
日
㈮

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

所
東
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
三

和
町
千
束
）

内
効
果
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
つ

い
て
の
講
習　

屋
外
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
実
践
（
２
〜
４
㎞
程
度
。雨
天

の
場
合
は
室
内
運
動
）

対
市
民　

※
原
則
と
し
て
２
回
と

も
参
加
で
き
る
人

講
健
康
運
動
指
導
士　

長な
が

岡お
か

夕ゆ

岐き

子こ

さ
ん

定 

20
人（
先
着
順
）

申
・
問
２
月
24
日
㈮
ま
で
に
電
話

・
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
、東
部
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
TEL   

58-

２
０
９

０
・
FAX  

58-

３
０
１
３
）ま
で

お
な
か
ス
ッ
キ
リ
教
室

（
メ
タ
ボ
予
防
）

参
加
費
無
料　

要
事
前
申
込

時
３
月
６
日
㈪

午
後
１
時
15
分
〜
４
時

所
市
民
体
育
館（
和
久
市
町
）

内
メ
タ
ボ
が
招
く
病
気
や
食
生
活

の
話
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
な

ど

対 

74
歳
ま
で
の
市
民

定 

20
人（
先
着
順
）

他
・保
・健
ご
希
望
の
人
は
申
し
込

み
の
際
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申
・問
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
TEL 

23-

２
７
８
８
・
FAX  

23-

５
９
９

８
）

「
ひ
と
り
親
家
庭
を
励
ま
す

知
事
と
新
入
学
児
童
等
の

つ
ど
い
」

時
３
月
12
日
㈰

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

所
京
都
テ
ル
サ
（
京
都
市
南
区
新

町
通
九
条
下
ル
）

内
知
事
と
一
緒
に
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
、記
念
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど

対
４
月
に
小
学
校
に
新
入
学
す
る

児
童
が
い
る
ひ
と
り
親
家
庭

申
２
月
20
日
㈪
ま
で
に
ハ
ガ
キ
に

「
新
入
学
児
童
の
つ
ど
い
参
加
希

望
」、
住
所
、
電
話
番
号
、
保
護
者

名
、
新
入
学
児
童
お
よ
び
同
行
さ

れ
る
兄
弟
姉
妹
の
名
前
・
フ
リ
ガ

ナ
・
現
学
年
・
生
年
月
日
・
性
別
、最

寄
り
駅
、参
加
人
数
を
記
入
の
上
、

〒
６
０
４-

０
８
７
４　

京
都
市

中
京
区
竹
屋
町
通
烏
丸
東
入
る
清

水
町
３
７
５　

京
都
府
立
総
合
社

会
福
祉
会
館
内

（
母
子
家
庭
の
人
は
）

京
都
府
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
へ

（
父
子
家
庭
の
人
は
）

京
都
府
民
生
児
童
委
員
協
議
会
へ

郵
送
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

他
昼
食
は
準
備
し
ま
す
。

問
京
都
府
中
丹
西
保
健
所
福
祉
室

（
TEL  

22-

５
７
６
６
・
FAX  

22-

４
３
５

０
）

就
職
を
お
考
え
の
高
校
生

や
保
護
者
・
大
学
生
等
若

年
者
向
け
企
業
見
学
会

参
加
費
無
料　

要
事
前
申
込

　

市
内
企
業
な
ど
の
業
務
内
容
や

職
場
環
境
な
ど
を
見
て
学
べ
る
企

業
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

時
３
月
21
日
㈫

午
後
１
時
〜
５
時

コ
ー
ス
・
訪
問
企
業

【
Ａ
コ
ー
ス
】加
美
電
機
㈱
京
都
工

場
、三
恵
観
光
㈱

【
Ｂ
コ
ー
ス
】社
会
福
祉
法
人
み
つ

み
福
祉
会　

三
愛
荘
、
西
日
本
旅

客
鉄
道
㈱
福
知
山
支
社

【
Ｃ
コ
ー
ス
】サ
ン
キ
ン
㈱
福
知
山

工
場
、
京
都
薬
品
工
業
㈱
長
田
野

工
場

定
各
コ
ー
ス
15
人

申
２
月
27
日
㈪
か
ら
３
月
13
日
㈪

ま
で
に
電
話
で
住
所
・
氏
名
・
学
生

の
場
合
は
学
校
名
と
学
年
・
電
話

番
号
・
希
望
コ
ー
ス
を
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

対
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
の
高
校

平成28年度 人権と平和に関する標語  応募作品より
「ひとりのちょっとの優しさで　多くの人が笑顔になる」　美河小学校 6年生

平成28年度 人権と平和に関する標語  応募作品より
「ごめんなさい　いえたらきっと　なかなおり」　下六人部小学校 1年生

平成28年度いじめ防止講演会
　昨年11月にハピネスふくちやま４階市民ホールで、『子
どもをネットいじめから守るために～家庭・地域コミュニ
ケーションのススメ～』をテーマに『いじめ防止講演会』を
福知山市ＰＴＡ連絡協議会および福知山市立幼稚園PTA連絡
協議会と共催し開催しました。
　講師には、佛教大学教授　原

はら

清
きよ

治
はる

さんを迎え、最新の子ど
もたちの実情を踏まえた、いじめ問題への対応を講演してい
ただきました。　
　近年のいじめは、親しい友人関係である「仲間の内」で起
きることが多くなっています。子どもたちが関係を構築する
ツールにネットが台頭したことにより、人を傷つけてしまう
発言を簡単に書き込み、結果、悪意のないいじめとなるケー
スが増えていることが要因の一つと考えられます。このよう
なトラブルを未然に防ぐためにも、子どもたちが発言や書き
込みをする前に立ち止まり、「ためらい」の気持ちを抱き、
相手のことを考え行動できるよう地域・学校、また保護者が
一体となったルール作りを進めるなど、大人が子どもたちに
　　　　　　　　　　　　　　　正しい方向を示すことが必
　　　　　　　　　　　　　　　要です。子どもたちを守る
　　　　　　　　　　　　　　　ため、子どもたちと一緒に
　　　　　　　　　　　　　　　考える機会を設けてはいか
　　　　　　　　　　　　　　　がでしょうか。
　　　　　　　　　　　　　　　問学校教育課教育指導係
　　　　　　　　　　　　　　 （ TEL  24-7040・FAX 24-4880）
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に
通
学
す
る
生
徒
お
よ
び
保
護

者
、大
学
生
な
ど

問
商
工
振
興
課（
TEL   

24-

７
０
７
５

・
FAX   
23-

６
５
３
７
）

よ
う
こ
そ
海
の
京
都
へ
！

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
入

サ
ー
ビ
ス
向
上
セ
ミ
ナ
ー

要
事
前
申
込

　

外
国
人
旅
行
者
（
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
）
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
つ
い

て
、
基
礎
知
識
な
ど
を
習
得
す
る

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

対
海
の
京
都
エ
リ
ア
（
福
知
山

市
・
舞
鶴
市
・
綾
部
市
・
宮
津

市
・
京
丹
後
市
・
伊
根
町
・
与
謝

野
町
）
で
観
光
施
設
・
宿
泊
施

設
・
物
販
飲
食
店
を
経
営
す
る
事

業
者
、
そ
の
他
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

興
味
の
あ
る
人

時
①
３
月
14
日
㈫

　

②
３
月
15
日
㈬

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分

所
①
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
ふ
く
ち
や

ま　

視
聴
覚
室
（
駅
前
町
）

②
与
謝
野
町
会
場
（
与
謝
野
町
立

中
央
公
民
館
）

内
免
税
店
制
度
説
明
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
決
済
導
入
説
明

講
澤さ

わ　

功い
さ
お

さ
ん（
澤
の
家
旅
館
）

※
両
会
場 

同
じ
内
容
で
す
。

申
・
問
海
の
京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
TEL  

０
７
７
２-

68-

５
０
５
５
・
FAX 

０

７
７
３-

68-

５
０
５
６
・E

メ
ー

ルinfo@
um
inokyoto.jp

）

「
福
知
山
市
消
防
団　

ふ
く

ち
や
ま
フ
ァ
イ
ヤ
ー
エ
ン

ジ
ェ
ル
ス
」
隊
員
募
集

　

火
災
の
無
い
ま
ち
づ
く
り
を
勧

め
る
「
ふ
く
ち
や
ま
フ
ァ
イ
ヤ
ー

エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
」
で
は
、
隊
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
／

フ
ァ
イ
ヤ
ー
ガ
ー
ド
隊

　

街
頭
広
報
、
高
齢
者
宅
へ
の
防

火
訪
問
、
安
心
安
全
講
座
な
ど
を

通
じ
て
、
防
火
防
災
啓
発
活
動
を

行
い
ま
す
。

カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊

　

フ
ラ
ッ
グ
（
旗
）
を
使
用
し
た

広
報
演
技
に
よ
り
消
防
を
Ｐ
Ｒ
し

ま
す
。
詳
し
い
活
動
内
容
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://119.city.fukuchiya 
m
a.kyoto.jp/colorguard/
cgtop.htm

l

カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
の
公
開
練
習
日

時
２
月
７
日
・
14
日
・
21
日
・
28

日
㈫
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

所
昭
和
小
学
校
体
育
館
（
北
本
町

一
区
）

※
公
開
練
習
の
見
学
は
、
事
前
の

連
絡
や
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

応
募
資
格
／
市
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
の
高
校
生
を
除
く
18
歳
以
上

の
女
性

処
遇
／
福
知
山
市
消
防
団
員
と
し

て
、
条
例
に
基
づ
く
手
当
の
支
給

や
補
償
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ガ
ー
ド
隊  

消
防

署
予
防
課
（
TEL 

23-

５
１
１
９
・

FAX 

22-

５
４
５
８
）

カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊  

消
防
署
警

防
課
（
TEL 

23-

４
１
１
９
・
FAX 

22-

５
４
５
８
）

２
月
７
日
は
北
方
領
土
の

日
で
す

　

北
海
道
の
北
東
洋
上
に
連
な
る

歯
舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
、

択
捉
島
か
ら
な
る
「
北
方
領
土
」

は
我
が
国
の
固
有
の
領
土
で
す

が
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
法
的
根
拠
の

な
い
占
拠
は
今
な
お
続
い
て
い
ま

す
。

「
北
方
領
土
の
日
」
は
北
方
領
土

返
還
要
求
運
動
の
全
国
的
な
盛
り

上
が
り
を
図
る
た
め
に
設
定
さ
れ

ま
し
た
。
返
還
実
現
の
た
め
に

は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
こ
の

問
題
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
人
権
推
進
室（
TEL 

24-

７
０
２
２

・
FAX  

23-

６
５
３
７
）

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」・「
障

害
基
礎
・
遺
族
基
礎
年
金

受
給
者
向
け
年
金
生
活
者

等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
」

の
申
請
受
付
終
了

　

申
請
受
付
は
、
１
月
31
日
㈫
で

締
め
切
り
ま
し
た
。

問
地
域
福
祉
課
臨
時
福
祉
給
付

金
担
当
（
TEL 

24-

７
０
９
２
・
FAX 

23-

６
５
３
７
）

ご
存
知
で
す
か
？
国
民
年
金
の

「
前
納
制
度
」
お
早
め
に
！

　

国
民
年
金
保
険
料
は
一
定
期
間

分
を
前
払
い
さ
れ
る
と
、
保
険
料

が
割
引
と
な
り
ま
す
。
前
納
制
度

に
は
２
年
前
納
・
１
年
前
納
・
半

年
前
納
・
１
カ
月
前
納
（
早
割
り
）

の
四
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
口
座
振
替
の
２
年
前

納
で
は
、
４
月
分
〜
翌
々
年
３
月

分
ま
で
の
２
年
分
を
ま
と
め
て
前

払
い
さ
れ
る
と
約
１
万
５
０
０
０

円
が
割
引
さ
れ
る
見
込
み
で
、
た

い
へ
ん
お
得
で
す
。
年
度
途
中
で

加
入
す
る
年
金
が
変
わ
っ
た
場
合

は
、
そ
の
月
以
降
の
分
が
還
付
さ

れ
ま
す
。

　

４
月
以
降
の
２
年
前
納
・
１
年

前
納
・
半
年
前
納
の
口
座
振
替
に

よ
る
申
し
込
み
は
２
月
末
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
人
は
お
早
め
に
お
手
続
き
く
だ

さ
い
。
口
座
に
よ
る
前
納
の
お
申

し
込
み
手
続
き
用
紙
は
市
役
所
国

民
年
金
係
に
も
あ
り
ま
す
が
、
日

本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の

で
、
預
金
口
座
を
お
持
ち
の
金
融

機
関
ま
た
は
年
金
事
務
所
に
ご
提

出
く
だ
さ
い
。　

　

ま
た
、
納
付
書
に
よ
る
現
金
納

付
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
の
２
年
前

納
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ク
レ

ジ
ッ
ト
納
付
に
よ
る
４
月
以
降
の

前
納
申
込
み
も
２
月
末
ま
で
と
な

り
ま
す
の
で
希
望
さ
れ
る
人
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
舞
鶴
年
金
事
務

所（
TEL  

０
７
７
３-

78-

１
１
６
５
）

市
民
課
国
民
年
金
係
（
TEL   

24-

７

０
５
７
・
FAX  

23-

６
５
３
７
）

水
道
施
設
の
圧
力
タ
ン
ク
の
取

扱
い
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

　

昨
年
11
月
26
日
、
大
分
県
内
の

小
規
模
の
水
道
施
設
で
圧
力
タ
ン

ク
が
破
裂
し
、
点
検
中
の
３
人
が

死
傷
す
る
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。
原
因
は
究
明
中
で
す
が
、
水

道
施
設
の
圧
力
タ
ン
ク
に
つ
い

て
、
以
下
の
点
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

○
異
状
が
あ
る
と
き
は
、
専
門
家

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

○
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
定
期
点
検
を

年
に
１
回
程
度
受
け
ま
し
ょ
う
。

○
運
転
状
況
や
使
用
年
数
に
よ
り

部
品
は
劣
化
し
ま
す
。
交
換
時
期

を
表
示
す
る
な
ど
工
夫
し
て
、
定

期
的
に
部
品
の
交
換
、
修
理
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

○
取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
み
、
使

用
上
の
注
意
点
を
き
ち
ん
と
把
握

し
ま
し
ょ
う
。

○
使
用
上
の
注
意
点
は
、
わ
か
り

や
す
い
所
に
掲
示
し
、
確
認
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
圧
力
タ
ン
ク
の
上
に
物
を
置
い

た
り
、
乗
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

○
機
器
の
耐
用
年
数
を
把
握
し
、

適
切
に
機
器
の
更
新
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

問
上
下
水
道
部
お
客
様
サ
ー
ビ
ス

課
窓
口
係
（
TEL 

22-

６
５
０
０
・

FAX  

22-

６
５
５
５
）

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接

種
は
、
済
ま
さ
れ
ま
し
た
か
？
平

成
28
年
度
の
対
象
者
の
有
効
期
限

は
、
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
で

す
。
以
後
は
、
全
額
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。
接
種
を
希
望
さ
れ
る

人
は
、
こ
の
期
間
に
受
け
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

【
平
成
28
年
度
の
対
象
者
】

　

次
の
①
②
の
対
象
者
で
過
去
に

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
（
23
価
）
を

接
種
し
た
こ
と
の
な
い
人

①
平
成
28
年
４
月
２
日
〜
平
成
29

年
４
月
１
日
の
間
に
65
歳
、70
歳
、

75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95

歳
、
１
０
０
歳
に
な
る
人

※
対
象
者
に
は
、
平
成
28
年
３
月

末
に
予
診
票
を
送
付
し
て
い
ま

す
。

（
平
成
30
年
度
ま
で
は
経
過
措
置

で
、
平
成
31
年
度
か
ら
は
接
種
時

点
で
満
65
歳
の
人
の
み
が
対
象
と

な
る
予
定
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ

い
）

②
接
種
日
時
点
で
、
60
歳
か
ら
64

歳
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
も
し
く
は

呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機

能
に
障
害
を
有
す
る
病
気
で
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
保
持
者

※
対
象
者
②
に
該
当
す
る
人
で
接

種
を
希
望
す
る
人
、ま
た
は
、転
入

さ
れ
た
人
で
、
対
象
に
な
り
希
望

す
る
人
は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
接
種
費
用
】

４
０
０
０
円
（
接
種
１
回
の
み
）

　

対
象
者
で
市
民
税
非
課
税
世

帯
・
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
無
料

に
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
人
は
、
必
ず
受
け

る
前
に
お
近
く
の
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
TEL 

23

-

２
７
８
８
・
FAX 

23-

５
９
９
８
）

東
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
TEL  

58

-

２
０
９
０
・
FAX   

58-

３
０
１
３
）

西
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
TEL  

37

-

１
２
３
４
・
FAX   

37-

５
０
０
２
）

北
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
TEL  

56

-

２
６
２
０
・
FAX   

56-

２
０
１
８
）

国保の
ひと口メ

モ国保の
ひと口メ

モ

所得がなくても市・
府民税の申告を！
　正しい国民健康保険料を計算す
るためには、所得の有無にかかわ
らず国保加入者全員の所得の申告
が必要です。
　前年の合計所得額が一定以下の
世帯には、国民健康保険料が軽減
される制度がありますが、申告し
ていない場合はこの軽減が適用に
なりません。
　市・府民税の申告は、期限内に
市税務課にお願いします。
問保険課国保料係
　　（ TEL  24-7019・FAX23-6537）

平成28年度 人権と平和に関する標語  応募作品より
「平和とは　みんなの笑顔が　あることだ」　天津小学校 6年生

休
日
当
番
医（
３
月
）

内 科・
小児科

休日急患診療所
（北本町二区　TEL22-4128）

9：00～ 12：00
13：30～ 17：30

5日
（日）

12日
（日）

19日
（日）

20日
（月・祝）

26日
（日）

※休日急患診療所開設日の18：00～ 24：00は、当番医がそれぞれの診療所において在宅診療を行って
います。詳細は、休日急患診療所（TEL22-4128）または消防署（TEL22-0119）まで。

外　科

福知山市民病院
（厚中問屋町　TEL22-2101） 0：00～ 24：00 5日

（日）
19日
（日）

26日
（日）

京都ルネス病院
（西本町　TEL22-3550） 0：00～ 24：00 12日

（日）
20日
（月・祝）

12月末現在の人口・世帯数

★人　口／ 79,568人（－19）
　　　男／ 39,115人（ －5）
　　　女／ 40,453人（－14）
★世帯数／ 35,912世帯（7）

※（　）は前月比

そ
の
他

安心・安全に関する取り組み
　「陸上自衛隊福知山射撃場の経ヶ岬通信所の軍人・軍属による限
定使用について」これまでの主な経過を、市ホームページに掲載
しています。今後も必要に応じて、お知らせしていきます。

http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/
問秘書課（ TEL  24-7000・FAX 24-7023）

※最新の人口・世帯数は市ホームペー
　ジで公開しています。
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出初式　防災意識を高める1・8
新春恒例の消防出初式が御霊公園や広小路などで開かれました。御霊公
園では消防車両の展示があり、多くの家族連れらが消防キャラクターと一
緒に記念写真を撮ったり、車両内を見学しました。広小路通りでは、消防車
両50台と消防団員約700人による分列行進などがあり、音無瀬橋上流左
岸では、小型動力ポンプ28台による一斉放水が行われ、集まった多くの
市民から大きな歓声があがりました。

PHOTO SNAP　まちの話題 まちの話題　PHOTO SNAP
あなたが写っていたら、写真（Ｌ判）1枚差し上げます

第40回小・中学生と一般市民席上書初大会（福知山ＹＭＣＡ、福知
山ワイズメンズクラブ共催）が、中丹勤労者福祉会館で開かれ、市
内外から小中学生や市民ら約60人が参加しました。学年ごとに
「はつひ」「はるの光」などの課題に挑戦し、参加者は真剣な表情で
筆を進めました。修斉小学校6年生の高

たか

橋
はし

賢
けん

二
じ

さんは、「バランスに
気を付けて、自分らしい字が書けました」と話してくれました。

新年の思い　書にしたためる1・9

男女共同参画社会の実現に向けた情報交換や交流を図ることを目
的として、市民交流プラザふくちやまで「第19回はばたきフェス
ティバル」が開かれ、さまざまな世代の約300人が参加しました。
フェスティバルは、男性の料理教室や消費者トラブルを題材にし
た寸劇をはじめ、多彩な内容で開催されました。また、家庭におけ
る男女共同参画をテーマにした講演会では、約120人が講師の話
に聞き入っていました。

自分らしく生きられるまちをめざして1・22
囲碁・将棋の対局を通して地域住民の交流とふれあいを目的に第
33回　日新地域囲碁・将棋大会が、日新地域公民館で開かれ、参加
した54人が腕前を発揮しました。囲碁は4地区（雀部・遷喬・佐賀・
成仁）のチーム対抗戦（1チーム5人）、将棋は個人戦が行われ、それ
ぞれ白熱した対局が繰り広げられました。参加者は、対局を通して
親睦や交流を深めました。

盤上で熱戦を繰り広げる1・22

張り詰めた空気の中、札を取り合う！1・21
かるたを通して古典に親しんでもらうことを目的として、文化協
会主催の「第6回百人一首かるた大会」が市民交流プラザふくちや
まで開かれました。小中高生ら約40人が参加し、初心者向けの「ち
らし取り」や一対一の「競技かるた」を楽しみました。福知山淑徳高
校かるた部2年の広

ひろ

田
た

唯
ゆい

さんは、「年齢関係なく楽しめるのがかる
たの魅力。大人数でにぎやかにできて楽しかったです」と笑顔で話
しました。

春の七草を味わう会が都市緑化植物園で開かれ、多くの家族連れ
らが訪れました。七草かゆは古来より1年の無病息災を願って行わ
れてきた行事です。植物園では、平成6年の開園以来、毎年企画して
おり、1月7日の恒例行事となっています。当日は、周辺で摘んだセ
リやナズナ、スズナなどの七草と赤米・黒米を炊いた約200食分を
用意。参加者は家族の健康を願い、温かいかゆを味わいました。

無病息災を願って1・7
第15回アジアジュニア＆カデットアンダー 21空手道選手権大会
がインドネシアで行われ、カデット（14、15歳）女子組手54㌔以下
の部に出場した成和中学校3年生の藤

ふじ

田
た

るりさんが優勝しました。
54㌔以下の部には、13カ国の選手がエントリーし、トーナメント
戦が行われました。市役所で開催された報告会で、今後の目標につ
いて、「2018年のユースオリンピックに出場すること」と話しまし
た。

アジア空手道選手権で優勝！12・21



時＝日時　所＝場所　入＝入館・入場料　開＝開館・会場時間　休＝休館・休場・休日　講＝講師　内＝内容　対＝対象　定＝定員
テ＝テーマ　募＝募集人数　費＝参加費　他＝その他　申＝申込先　期＝申込・提出期限　出＝出演　問＝問合先　 TEL＝電話　FAX＝ファクス　

健＝健康活動ポイント事業（ポイントカードをお持ちの人は持参してください）　
保＝保育ルーム有りPぴくと Information
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時＝各教室とも　午後1時～ 3時
所＝リサイクルプラザ2階
　（牧・環境パーク内）
対象＝市内在住・在勤の人
※中学生以下は保護者の同伴が
必要です。
※設備の数が限られているため、
同一教室での申し込みは、1世
帯1人とします。
申込＝2月16日（木）午前8時30分
から各教室の前日までに、環境政
策室（TEL22-1827・ FAX22-4881）
まで
※先着順
※団体での体験教室も受け付け
ます。（月2団体以内）
※キャンセルされる場合は、教室
の2日前までには必ずご連絡く
ださい。 

リサイクルプラザ手づくり体験教室 3月
開催日 教室名 内　　　容 募集人数 受講料

5日㈰
＜ガラス教室＞
トンボ玉（ガラス玉）のストラップを作ろう

オリジナルのガラス玉を作り、すてきなストラップにしま
す。  ※バーナーを使います。※中学生以上が対象です。 6人 500円

（税込）
＜布教室＞
保温カバー（鍋用）を作ろう

保温性がある布で、鍋などを包むことができるカバーを作
ります。　※ミシンを使います。 6人

300円
（税込）

8日㈬ ＜牛乳パック教室＞
座椅子（大）を作ろう

牛乳パックと布を使って、すわり心地のいい座椅子(大)を
作ります。　※ミシンを使います。 6人

10日㈮ ＜布教室＞
ホームウェアーを作ろう

着物地を使って、ホームウェアー（袖なし）を作ります。
※ミシンを使います。 6人

13日㈪ ＜布教室＞
ガーデニング帽子を作ろう

日よけに適したガーデニング用の帽子を作ります。
※ミシンを使います。 6人

16日㈭

＜布教室＞
ピンクッション（針山）を作ろう

かわいいアクセサリーにもなる、ピンクッション（針山）を
作ります。 6人

＜ガラス教室＞
板ガラスから、すてきなペン
ダント（穴あき）を作ろう

ステンドグラス片を使って、すてきなペンダントとひも（３
本）を作ります。　※製作品の引き取りは、翌日以降となり
ます。  ※電気炉（雪ん子）とミシンを使います。

4人 500円
（税込）

22日㈬ ＜布教室＞
布帽子（ツバ付）を作ろう

布を使ってツバ付タイプの帽子を作ります。
※ミシンを使います。 6人

300円
（税込）

24日㈮ ＜布教室＞
トートバッグ（Ａ4タテ）を作ろう

着物地を使ってA4タテ型が入る、おしゃれなトートバッグ
（内ポケット付き）を作ります。　※ミシンを使います。 6人

27日㈪ ＜布教室＞
布ぞうりを作ろう

布を編み上げて、足元さわやかな布ぞうりを作ります。
※もし、不要なバスタオル1枚（丈150㌢）があれば、幅３
㌢程に裂いて持参ください。

6人

家
庭
用
生
ご
み

堆
肥
作
り
講
習
会受

講
料
無
料

時
３
月
13
日
㈪
午
後
１
時
〜
３
時

所
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
２
階（
牧
・

環
境
パ
ー
ク
内
）

内
木
箱
を
使
っ
た
生
ご
み
堆
肥
作

り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
す
。

対
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定 

10
人
（
先
着
順
）

申
２
月
16
日
㈭
午
前
８
時
30
分
か

ら
教
室
の
前
日
ま
で
に
、
福
知
山

環
境
会
議
事
務
局　

環
境
政
策
室

（
TEL  22-

１
８
２
７
・
FAX  22-

４
８
８

１
）

木
工
教
室

受
講
料
無
料

時
３
月
15
日
㈬
午
後
１
時
〜
３
時

所
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
２
階（
牧
・

環
境
パ
ー
ク
内
）

内
木
工
ク
ラ
フ
ト
を
作
り
ま
す
。

対
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
５
人
（
先
着
順
）
※
親
子
の
場

合
は
１
組
で
１
人

申
２
月
16
日
㈭
午
前
８
時
30
分
か

ら
教
室
の
前
日
ま
で
に
、
福
知
山

環
境
会
議
事
務
局　

環
境
政
策
室

（
TEL  22-

１
８
２
７
・
FAX  22-

４
８
８

１
）

①
農
耕
作
業
用
自
動
車
と
は

　

農
耕
ト
ラ
ク
タ
ー
、
薬
剤
散
布
車
、

刈
取
脱
穀
作
業
車
（
コ
ン
バ
イ
ン
）、

田
植
機
な
ど
。
乗
用
装
置
が
あ
る
も

の
で
最
高
速
度
に
よ
っ
て
小
型
・
大

型
特
殊
自
動
車
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

・
最
高
速
度
35
㎞
／
ｈ
未
満　
　
　

　
　

⬇

　

軽
自
動
車
税
の
申
告

　
　
（
小
型
特
殊
自
動
車
）

・
最
高
速
度
35
㎞
／
ｈ
以
上　
　
　

　
　

⬇

　

固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
の
申

告（
大
型
特
殊
自
動
車
）が
必
要
で
す
。

※

大
き
さ
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

②
建
設
用
自
動
車
と
は

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、シ
ョ
ベ
ル･

ロ
ー
ダ
、

ロ
ー
ド･

ロ
ー
ラ
、ホ
イ
ー
ル･

キ
ャ
リ

ア（
動
力
運
搬
車
を
含
む
）な
ど
。

大
き
さ
と
最
高
速
度
に
よ
り
小
型
・

大
型
特
殊
自
動
車
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

車
両
の
長
さ
４
・
７
ｍ
以
下

車
両
の
高
さ
２
・
８
ｍ
以
下

車
両
の
幅　

１
・
７
ｍ
以
下

最
高
速
度　

15
㎞
／
ｈ
以
下

す
べ
て
の
要
件
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、

軽
自
動
車
税
の
申
告（
小
型
特
殊
自
動

車
）、
要
件
を
１
つ
で
も
超
え
る
と
固

定
資
産
税（
償
却
資
産
）の
申
告（
大
型

特
殊
自
動
車
）が
必
要
で
す
。

エコは了解！

カ
ン
ちゃん　ビン

ちゃ

ん

と の

「ビンの日に出せるもの
　　　出せないもの」の巻

ビンの日に出せるもの（リサイクルできるもの）
　飲料・食料などが入っていたビンです。
（ジャム・酒ビン・ビールびん・調味料入れなど）
ビンの日に出せないもの（リサイクルできないもの）
　ガラスコップ・耐熱ガラス製品・陶磁器
　全体が乳白色のガラス容器
（軟膏などの薬品が入っていた容器など）
ビンの日に出せないものは
「燃やさないごみの指定袋」に入れ、燃やさないごみ
の日にごみステーションに出してください。

問合＝環境パーク（TEL22-1827・FAX22-4881）

陶磁器、ガラス製品は
燃やさないごみで
出してね。

ビンを出すときには
注意してね！

陶磁器 ガラス製品

乳白色ガラス

軽
自
動
車
を
お
持
ち
の
人
へ

　

平
成
28
年
度
以
降
、
グ
リ
ー
ン
化
を
進
め
る
観
点
か
ら
、
最
初
の
新
規
検
査
年
月
か
ら
13
年

を
経
過
し
た
軽
自
動
車
に
対
し
て
、
概
ね
20
％
税
率
が
上
乗
せ
さ
れ
る
「
経
年
車
重
課
」
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
に
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
16
年
３
月
31
日
以
前
に
最
初
の
新
規
検
査
を
し
た

車
両
で
す
。（
一
部
対
象
外
の
車
両
が
あ
り
ま
す
。）

原
付
バ
イ
ク・小
型
特
殊
自
動
車（
農
耕
車
な
ど
）を
お
持
ち
の
人
へ

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
公
道
走
行
の
有
無
と
は
無

関
係
に
申
告
が
必
要
で
す
。
乗
ら
な
く
て
も
、
購
入
日
や
譲
り
受
け
日
な
ど
財
産
と
し
て
所
有

し
た
日
か
ら
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

原
付
バ
イ
ク
・
小
型
特
殊
自
動
車
（
①
農
耕
作
業
用
自
動
車  

②
建
設
用
自
動
車
）
を
購
入

又
は
名
義
変
更
さ
れ
た
時
は
、
15
日
以
内
に
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
窓
口
相
談
係
に
申
告
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
構
造
上
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
取
り
付
け
る
場
所
が
備
え
付
け
ら
れ

て
い
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
課
税
対
象
で
す
。
必
ず
軽
自
動
車
税
の
申
告
を
し
て
、ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

〈
廃
車
手
続
き
の
注
意
〉
使
用
さ
れ
て
い
な
く
て
も
保
管
し
て
い
る
場
合
、
故
障
し
て
い
て
も
修

理
す
れ
ば
使
用
で
き
る
場
合
は
、
廃
車
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
税
務
課
市
民
税
係
（
TEL 

24-

７
０
２
４
・
FAX   

23-

６
５
３
７
）

農
業
委
員・農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

農　

業　

委　

員

募
集
人
数
／
20
人

任
期
／
７
月
20
日
〜
平
成
32
年
７
月
19

日資
格
／
農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
し
、

農
地
な
ど
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に

関
す
る
事
項
、
そ
の
他
の
農
業
委
員
会

の
所
掌
に
属
す
る
事
項
に
関
し
そ
の
職

務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
者

業
務
内
容
／
総
会
で
の
審
議
（
農
地
の

権
利
移
動
・
転
用
な
ど
）、
議
案
に
係

る
現
地
調
査
、
農
地
利
用
の
最
適
化
推

進
の
た
め
の
指
針
や
活
動
計
画
の
作

成
、
利
用
状
況
調
査
、
地
区
推
進
協
議

会
へ
の
参
画
な
ど

提
出
書
類
／
次
の
書
類
を
提
出
し
ま

す
。

（
推
薦
の
場
合
）
福
知
山
市
農
業
委
員

会
委
員
推
薦
書
、
承
諾
書
兼
同
意
書
、

住
民
票

（
応
募
の
場
合
）
福
知
山
市
農
業
委
員

会
委
員
応
募
書
、
同
意
書
、
住
民
票

報
酬
／
３
月
の
市
議
会
で
決
定
し
ま

す
。

【
参
考
】
現
在
の
農
業
委
員
の
報
酬
は

年
額
22
万
円
で
す
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

募
集
人
数
／
30
人
（
中
部
地
域
４
人
、

東
部
地
域
４
人
、
西
部
地
域
４
人
、
南

部
地
域
４
人
、
北
部
地
域
５
人
、
三
和

地
域
３
人
、
夜
久
野
地
域
３
人
、
大
江

地
域
３
人
）

任
期
／
農
業
委
員
会
か
ら
委
嘱
（
７
月

下
旬
の
予
定
）
を
受
け
た
日
〜
平
成
32

年
７
月
19
日

資
格
／
農
地
な
ど
の
利
用
の
最
適
化
の

推
進
に
熱
意
と
識
見
を
有
す
る
者

業
務
内
容
／
担
当
地
区
に
お
け
る
現
場

活
動
（
農
地
の
利
用
状
況
調
査
、
耕
作

放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
業
務
、
担

い
手
へ
の
農
地
集
積
業
務
）、
地
区
推

進
協
議
会
の
運
営
な
ど

提
出
書
類
／
次
の
書
類
を
提
出
し
ま

す
。

（
推
薦
の
場
合
）
福
知
山
市
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
推
薦
書
、
承
諾
書
兼

同
意
書
、
住
民
票

（
応
募
の
場
合
）
福
知
山
市
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
応
募
書
、
同
意
書
、

住
民
票

報
酬
／
３
月
の
市
議
会
で
決
定
し
ま

す
。

　
　

・
問
農
業
委
員
会
事
務
局
（
TEL 

24-

７
０
４
６
・
FAX   

23-

６
５
３
７
）

提
出 募

集
期
間
３
月
１
日
㈬
〜
28
日
㈫

環　

境
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大
江
町
の
元
伊
勢
内
宮
・
皇
大
神
社

へ
の
街
道
筋
は
そ
の
昔
（
元
伊
勢
参
り

が
盛
ん
だ
っ
た
時
期
）
か
ら
、
両
側
に
は

多
く
の
屋
号
を
持
っ
た
家
が
立
ち
並
ん
で

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
街
道
筋
で
は

「
小
判
焼
き
」
と
呼
ば
れ
る
お
菓
子
が

売
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。　
　
　

　

大
江
町
誌
か
ら
引
用
し
ま
す
。

　
「
内
宮
村
の
名
物
に
小
判
型
焼
菓
子

が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
小
さ
く
切
っ
た
餅
片

を
焼
き
型
に
挟
み
焼
き
上
げ
る
も
の
で
、

二
枚
ず
つ
紙
帯
で
く
る
ん
だ
も
の
七
箇
が

一銭
。（
明
治
末
年
）
通
り
の
家
で
は
板

戸
を
は
ね
お
ろ
し
た
屋
台
に
並
べ
て
売
り
、

裏
町
の
家
は
境
内
へ
出
て
商
っ
た
。
小
判

売
り
が
年
中
無
休
で
あ
っ
た
の
は
、
参

拝
客
が
賑
わ
っ
た
証
拠
で
あ
ろ
う
」。

　

い
ま
、
町
内
の
ま
ち
お
こ
し
の
グ

ル
ー
プ
で
あ
る
「
大
江
元
気
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」（
河か

わ

口ぐ
ち

珠た
ま

輝き

代
表
）
が
、
こ

の
小
判
焼
き
の
復
活
を
め
ざ
し
て
お

ら
れ
ま
す
。
発
見
さ
れ
た
小
判
焼
き

の
型
を
鉄
工
所
に
持
ち
込
み
、
同
じ

よ
う
な
器
具
に
作
り
替
え
、
そ
れ
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
イ
ベ
ン
ト
で
焼
き
上

げ
ら
れ
た
の
で
す
。

　

昨
年
は
「
い
づ
み
や
」
の
屋
号
を

持
つ
古
民
家
を
文
化
拠
点
と
し
て
改

造
し
、
落
語
家
を
迎
え
「
い
づ
み
や

寄
席
」
を
開
催
。
そ
の
会
場
で
小
判

焼
き
の
実
演
を
さ
れ
ま
し
た
。
バ
ー
べ

キ
ュ
ー
の
コ
ン
ロ
の
上
に
型
を
乗
せ
、
切

り
餅
を
押
し
つ
ぶ
す
よ
う
に
焼
い
た
お
餅

で
、
小
判
の
文
字
が
浮
き
上
が
っ
て
い
ま

す
。
私
も
試
食
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
味
は
何
も
な
し
。

　
「
何
十
年
も
前
の
お
菓
子
や
し
、
ホ
ン

ト
の
味
を
知
る
人
お
ら
ん
の
で
す
わ
」
と

河
口
代
表
。「
こ
れ
か
ら
、
ジ
ャ
ム
や
生

ク
リ
ー
ム
を
入
れ
た
り
、
今
風
の
味
を

考
案
し
て
〈
現
代
風
小
判
焼
き
〉
を
販

売
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
意
欲
的
。

※
３
月
26
日
㈰
に
開
催
の
「
第
３
回
参

道
マ
ル
シ
ェ
」
で
販
売
予
定
。

元
伊
勢
内
宮・皇
大
神
社
あ
れ
こ
れ（
四
）

幻
の
銘
菓
「
小
判
焼
き
」

福知山リポート ふるさとの魅力を伝えます
■広報特派員　岡

おか

垣
がき

清
きよ

己
み

リポート

　

昭
和
47
年
（
１
９
７
２
）
、
京
都
短
期
大
学
の

運
動
場
造
成
（
現
福
知
山
公
立
大
学
敷
地
内
）
に

伴
い
武
者
ヶ
谷
２
号
墳
の
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
調
査
で
、
同
古
墳
の
下
層
か
ら
１

点
の
縄
文
土
器
（
写
真
）
が
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
縄
文
時
代
草そ

う

創そ
う

期き

に
ま
で
遡
る

全
国
的
に
も
最
古
級
の
土
器
で
、
他
に
類
例
が
求

め
に
く
い
そ
の
特
徴
か
ら
後
に
「
武
者
ヶ
谷
式
土

器
」
の
名
称
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
小
型
で
丸
底
の
土
器
は
、
高
さ
８
・
２

㌢
、
口
径
10
・
４
㌢
、
器
壁
の
厚
さ
５
㍉
を
測

り
、
約
20
片
の
破
片
を
接
合
し
て
復
元
さ
れ
て
い

ま
す
。
口
縁
部
に
は
幅
１
㌢
の
タ
ガ
状
の
隆り

ゅ
う

帯た
い

が

１
周
し
、
こ
の
隆
帯
上
に
１
辺
が
約
２
㍉
の
棒
状

の
も
の
で
突
き
刺
し
た
刺し

突と
つ

紋も
ん

が
上
下
２
列
に
め

ぐ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
刺
突
紋
は
紋
様
で
あ

る
と
と
も
に
器
体
と
隆
帯
の
接
着
を
強
化
さ
せ
る

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

縄
文
時
代
の
実
年
代
観
に
は
諸
説
あ
り
ま
す

が
、
草
創
期
は
約
１
万
６
０
０
０
年
前
と
も
言
わ

れ
、
福
知
山
で
発
見
さ
れ
た
土
器
の
中
で
は
最
古

の
も
の
で
、
こ
の
時
期
か
ら
福
知
山
に
人
が
住
ん

で
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

　

こ
の
土
器
は
、
現
在
、
福
知
山
城
（
郷
土
資
料

館
）
の
常
設
展
で
展
示
し
て
い
ま
す
。　
　

シリーズ

福知山の文化財
収蔵資料紹介❷

武
む

者
しゃ

ヶ
が

谷
たに

式
しき

土
ど

器
き

1 点
（教育委員会蔵）

問
合
＝
生
涯
学
習
課
文
化
財
保
護
係

　
　
　
（
TEL 

２４-

７
０
６
５
・
FAX 

25-

３
０
８
０
）

写真  武者ヶ谷式土器

3月・相談あんない　※いずれも無料・秘密厳守。特記した相談以外は、事前の申し込みは不要です。
区分 相　　　談 日（曜日） 時　　間 場　　所 問い合わせ先

人　
　
　

権

人権相談 27日㈪ 13：00～ 16：00 市民相談室

人権推進室  TEL24-7022 FAX23-6537心配ごと相談
10日㈮

9：00～ 12：00
大江町総合会館

15日㈬ 三和支所
21日㈫ 夜久野ふれあいプラザ

性別にこだわらない
相談

9日㈭ 13：00～ 16：00 男女共同参画センター
要事前申込／前日までに電話または直接、人権推進室まで。先着3人。

女性相談 9日㈭・23日㈭ 13：00～ 16：00 男女共同参画センター 人権推進室  TEL24-7022 FAX23-6537
要事前申込／前日までに電話または直接、人権推進室まで。先着3人。

健　
　
　
　

康

成人の健康相談

栄養相談

8日㈬
13：30～ 15：30

○所・○問　三和支所内  東部保健福祉センター  TEL58-2090 FAX58-3013
14日㈫ ○所・○問　北部保健福祉センター  TEL56-2620 FAX56-2018
21日㈫ ○所・○問　西部保健福祉センター  TEL37-1234 FAX37-5002
28日㈫ 9：30～ 11：00 ○所・○問　中央保健福祉センター  TEL23-2788 FAX23-5998

栄養相談は要事前申込／当日までに、電話・FAXまたは直接各保健福祉センターまで。

親と子の健康相談

8日㈬
10：00～ 11：30

○所・○問　北部保健福祉センター  TEL56-2620 FAX56-2018
10日㈮ ○所・○問　西部保健福祉センター  TEL37-1234 FAX37-5002
16日㈭ ○所・○問　東部保健福祉センター  TEL58-2090 FAX58-3013

要事前申込／当日までに、電話・FAX、または直接各保健福祉センターまで。

福　
　
　

祉

身体障害者相談 5日㈰・23日㈭ 13：00～ 15：00 総合福祉会館 社会福祉課  TEL24-7017 FAX22-9073
身体障害者
巡回更生相談

23日㈭
要事前申込／3月17日㈮までに、電話・FAXまたは直接社会福祉課まで。

精神障害者相談員による相談 8日㈬・22日㈬ 電話・直接相談
13：00～ 16：00

電話相談 090-6911-7099
人権ふれあいセンター堀会館 社会福祉課  TEL24-7017 FAX22-9073

きこえの相談 24日㈮ 13：00～ 15：30 日新地域公民館  福知山市聴覚言語障害センター
TEL45-3025 FAX24-4459

要事前申込／電話・FAX、または直接福知山市聴覚言語障害センターまで。

ふれあい福祉相談 3日㈮　 13：00～ 16：00

総合福祉会館 ◯社協 本　　所  TEL25-3211  FAX24-5282
東部保健福祉センター ◯社協 三和支所  TEL58-3713  FAX58-3732
ふれあいの里福祉センター ◯社協 夜久野支所  TEL38-1200  FAX38-1230
老人福祉センター舟越会館 ◯社協 大江支所  TEL56-0224  FAX56-1654

年金相談
6日㈪　 10：00～ 15：30 市民課内相談室 舞鶴年金事務所　TEL0773-78-116516日㈭　 10：00～ 15：10 中丹勤労者福祉会館

要事前申込／電話で舞鶴年金事務所お客様相談室（予約専用TEL0773-76-5772）まで。
家庭児童相談 月～金（祝日を除く）  8：30～ 16：15 家庭児童相談室 子育て支援課  TEL24-7066 FAX22-9073

教
育 子ども教育相談 月～金（祝日を除く）  9：00～ 16：00 ○所・○問　教育相談室  TEL24-3749 FAX24-5135

く　

ら　

し

生活としごとの総合相談 月～金（祝日を除く）  8：30～ 17：00 生活としごとの相談窓口 社会福祉課  TEL24-7094 FAX23-6610
消費生活相談 月～金（祝日を除く）  9：00～ 16：00 消費生活センター 生活交通課  TEL24-7020 FAX23-6537

農地・農政相談 10日㈮　  9：00～ 12：00 各支所・京都農協・京都丹
の国農協の各支店ほか 農業委員会  TEL24-7046 FAX23-6537

建築無料相談 17日㈮ 13：30～ 15：30 市民交流プラザふくちやま会議室3-1 建　築　課  TEL24-7053 FAX23-6537
税務相談 16日㈭　 13：00～ 16：00 市民相談室 市民相談室  TEL24-7027 FAX24-7023
交通事故巡回相談 8日㈬・22日㈬  9：00～ 16：00 ○所・○問　京都府福知山地域総務室  TEL22-3901 FAX23-8242
不動産相談 14日㈫　 13：00～ 16：00 市民相談室 市民相談室  TEL24-7027 FAX24-7023

行　
　

政　
　

・　
　

法　
　

律

行政相談

10日㈮　
9：00～ 12：00

大江町総合会館 大 江 支 所  TEL56-1101 FAX56-2018
15日㈬ 三和支所 三 和 支 所  TEL58-3001 FAX58-3013
21日㈫　 夜久野ふれあいプラザ 夜久野支所  TEL37-1101 FAX37-5002
22日㈬　

13：00～ 16：00 市民相談室 市民相談室  TEL24-7027 FAX24-7023司法書士法律・登記相談 9日㈭　
行政書士相談 23日㈭　

法律相談
31日㈮ 12：30～ 16：30

要事前申込／前週木曜日までに、市民相談室に来訪・電話・FAXいただくか、郵送（住所・氏名・電話番号・相談内容を明
記）で市民相談室まで。※市民に限定。申込者多数の場合、抽選で10人まで。（年度内で初めての人を優先します）

多重債務専門法律相談 10日㈮・24日㈮ 15：30～ 17：00 市民相談室 市民相談室　 TEL24-7027 FAX24-7023
要事前申込／前日午後4時までに、電話で京都弁護士会（TEL075-231-2378）まで。各日先着3人。

略記号の説明　◯所＝場所　◯問＝問い合わせ先　◯社協＝社会福祉協議会
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レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
の
新
町
商
店
街

を
活
用
し
た
月
１
回
の
定
期
市

「
福
知
山
ワ
ン
ダ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
、

10
月
か
ら
始
ま
っ
た
。
第
１
回
目
は

10
月
23
日
に
開
催
さ
れ
、
市
内
や
綾

部
市
、
京
阪
神
な
ど
か
ら
こ
だ
わ
り

の
食
や
雑
貨
、
日
用
品
な
ど
を
提
供

す
る
40
店
が
、
約
３
３
０
㍍
の
商
店

街
の
空
き
店
舗
や
駐
車
場
な
ど
に
出

店
。
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
美
作

歩
さ
ん
は
、「
起
業
し
た
い
人
や
お
店

を
始
め
た
い
人
た
ち
が
、
定
期
市
で

フ
ァ
ン
を
作
っ
て
も
ら
い
、
福
知
山
で

の
出
店
に
つ
な
げ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と

開
催
の
意
図
を
話
す
。

手
づ
く
り
感
あ
ふ
れ
る
雰
囲
気

新
町
商
店
街
を
定
期
的
に
人
が

集
ま
る
場
所
に
す
る
た
め
に

は
、
数
カ
月
に
１
回
だ
け
の
開
催
で

は
物
足
り
な
い
。
こ
の
場
所
に
毎
月

出
店
し
て
も
ら
い
、
ワ
ン
ダ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
楽
し
み
に
や
っ
て
く
る
お

客
さ
ん
を
作
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

毎
月
１
回
第
４
日
曜
日
に
開
催
す
る

こ
と
に
し
た
。 

　

出
店
者
か
ら
は
、「
思
っ
て
い
た

以
上
に
お
客
さ
ん
が
多
く
、
た
く
さ

ん
売
れ
た
」、「
ア
ー
ケ
ー
ド
が
あ
り
、

雨
に
影
響
さ
れ
な
い
の
が
良
い
」、

「
商
店
街
の
雰
囲
気
が
良
い
、
次
回

も
出
店
し
た
い
」
な
ど
、
好
意
的
な

声
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
美
作
さ
ん

は
、「
実
行
委
員
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
含
め
て
、
イ
ベ
ン
ト
慣
れ
し
た

人
た
ち
で
開
催
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
手
づ
く
り
感
あ
ふ
れ
る
雰
囲

気
を
心
地
良
く
思
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
の
で
は
」
と
分
析
す
る
。

ワ
ン
ダ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
き
っ
か
け
に

商
店
街
に
新
し
い
人
の
流
れ
が

で
き
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
と
は

違
っ
た
商
店
街
の
良
さ
が
生
ま
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。「
ア
ー
ケ
ー
ド

が
あ
る
新
町
商
店
街
は
、
天
候
を

気
に
せ
ず
開
催
で
き
る
。
ワ
ン
ダ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
き
っ
か
け
に
出
店

者
や
市
外
か
ら
訪
れ
る
人
た
ち
に

福
知
山
の
魅
力
を
知
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
す
。

　
「
毎
回
新
し
い
発
見
が
あ
る
よ

う
、
福
知
山
に
は
な
い
ジ
ャ
ン
ル
の

お
店
に
も
出
店
し
て
も
ら
い
た
い
。

ゆ
く
ゆ
く
は
出
店
数
を
増
や
し
て
、 

新
町
商
店
街
だ
け
で
は
な
く
市
内
の

い
ろ
ん
な
場
所
で
開
催
し
た
い
」
と

展
望
を
描
く
。

各店舗に並んだこだわりの
雑貨やスイーツ、パンなど

定期市は、
毎月第4日曜日
午前10時～午後3時。
次回は、1月22日（日）開催
予定です。

大
江
町
で
は
古
く
か
ら
地
場
産

業
と
し
て
優
良
な
和
紙
づ
く
り

が
行
わ
れ
て
い
た
。
明
治
の
終
わ
り

頃
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
は
、
大

江
町
内
で
約
２
０
０
戸
あ
ま
り
が
紙

漉
き
に
従
事
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
洋
紙
の
普
及
な
ど
に

お
さ
れ
、
現
在
、
手
漉
き
和
紙
づ
く

り
を
し
て
い
る
の
は
、
二
俣
に
あ
る
田

中
製
紙
工
業
所
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。

　

田
中
製
紙
工
業
所
で
は
、「
和
紙

の
原
料
と
な
る
楮
の
木
の
栽
培
か
ら

刈
り
取
り
、
楮
む
し
、
楮
干
し
な
ど

の
作
業
や
楮
を
皮
の
状
態
か
ら
細
か

い
繊
維
に
す
る
紙
料
づ
く
り
と
い
わ
れ

る
す
べ
て
の
工
程
を
手
が
け
て
い
る
」

と
5
代
目
の
敏
弘
さ
ん
は
話
す
。

一
貫
し
た
も
の
づ
く
り

原
料
を
仕
入
れ
て
紙
漉
き
を
行
っ

て
い
る
製
紙
所
が
多
い
中
、
原

料
の
栽
培
か
ら
製
品
ま
で一貫
し
た
和

紙
づ
く
り
を
行
う
の
に
は
、
理
由
が

あ
る
。「
楮
の
皮
な
ど
は
、
育
つ
気
候

や
風
土
に
よ
っ
て
質
が
違
う
。
大
江

町
で
育
っ
た
楮
と
そ
こ
か
ら
取
り
出
し

た
繊
維
を
宮
川
の
水
に
よ
っ
て
手
漉
き

す
る
こ
と
で
、
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の

和
紙
が
で
き
る
」
と
そ
の
理
由
を
教

え
て
く
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
田
中
さ
ん

の
こ
だ
わ
り
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

福
知
山
の
伝
統
文
化
と
の
連
携

平
成
27
年
10
月
、
藍
染
め
と
漆

掻か

き
に
取
り
組
む
団
体
と
「
福

知
山
伝
統
文
化
を
守
る
会
」
を
結
成

し
た
。「
ど
の
団
体
も
継
承
者
の
育

成
問
題
と
い
う
悩
み
を
抱
え
て
い
る
。

3
つ
の
伝
統
産
業
が
連
携
す
る
こ
と

で
、
国
内
だ
け
で
は
な
く
世
界
に
も

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
話

す
。
結
成
後
、
互
い
の
技
術
な
ど
を

学
ぶ
勉
強
会
を
複
数
回
開
い
た
。「
も

の
づ
く
り
を
し
て
い
る
者
同
士
、
共

通
す
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ

ぞ
れ
の
伝
統
や
技
術
を
知
る
こ
と
で
、

新
し
い
発
見
も
あ
っ
た
」
と
笑
顔
で

話
す
。
結
成
か
ら
1
年
あ
ま
り
。
各

工
房
、
栽
培
地
な
ど
を
巡
る
体
験
型

ツ
ア
ー
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
長
を
生
か

し
た
新
た
な
商
品
づ
く
り
、
若
い
技

術
者
の
育
成
な
ど
。
3
団
体
が
共
に

思
い
描
く
ビ
ジ
ョ
ン
が
、
少
し
ず
つ
形

に
な
り
始
め
て
い
る
。

平成17年には、丹後二俣紙
が京都府指定の無形文化財
になった。

田中製紙工業所に隣接する大江町和紙伝承館では、和紙の製作を
体験することができる。
問合＝大江町和紙伝承館　TEL56-2106（大江町二俣1883）

田
た

　中
なか

　敏
とし

　弘
ひろ

さん
大江町二俣にある田中製紙工業所5代目
福知山伝統文化を守る会　会長

第45回

自
ら
育
て
た
楮こ

う
ぞ

で
漉す

く
こ
だ
わ
り
の
和
紙

和紙づくりの工程

１　丹後二俣紙の楮の
　　栽培
２　楮皮の準備
３　紙料づくり
４　紙漉き～仕上げ


